
一般講演プログラム

第一会 場午 前の部

9 : 3 0 

1. アンモニア処理えん麦ホールクロップ。サイレージによるホルスタイン去勢牛の肥育試験

0鳶野保・三上昇(北農試)

2. ホル雄肥育期飼料としての牧草サイレージとトウモロコシサイレージの増体効果

0山下良弘・山崎昭夫(北農試)

3. 子牛の栄養性下痢発生に関する一考察

0大森昭一朗(北農試)・小林 剛(農水省畜試)_4 乳母牛による子牛の晴育技術

2. Multiple Suckling による子牛の牛乳摂取量について

0杉原敏弘。岡田 清・木下善之(北農試)

5. 全乳早期離乳方式による乳用子牛の発育と経済性

0池滝孝・太田三郎・石黒敏夫。山口光治。中島三博(帯畜大)

1 0 : 3 5 

6. 乾草から多汁性組飼料への急変が子牛第一胃内性状に及ぼす影響について

0鷹津秋生・高橋潤一。松岡 栄・藤田裕(帯畜大)

7 発育にともなう子牛の第一胃ガス組成の変化

住尾善彦・ 0大久保正彦・関根純二郎・朝日田康司(北大農)

8. フード法による子牛の呼吸試験の検討(予報)

。関恨純二郎・小林泰男・大久保正彦・朝日田康司(北大農)

9. オーチヤードグラスのめん羊による採食量と飼料価値

石栗敏機(滝川畜試)

_ 10 ビートベレットパルプの消化率測定

0蒔田秀夫。和泉康史(恨釧農試)

第二会 場午 前の部

9 : 3 0 

1 1. 無脂乳固形分の変動要因調査について

その I 生理的，環境的要因

0嶋巧(酪総研)。上山英一・広瀬可恒(北大農)。大浦義教(北酪研)

1 2. 無脂乳固形分の変動要因調査について

そのH 飼養的要因

。嶋 巧(酪農研)・上山英一・広瀬可恒(北大農)・大浦義教(北酪研)
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13 放し飼い牛舎における牛群の行動とくに牛舎内における牛群の分布について

0近藤誠司・桃野孝朗・柳正信・西埜進(儲農大)

1 4. 野犬対策としての羊の日中放牧について

0寒河江洋一郎・斉藤利朗 e 平山秀介(滝川畜試)

1 5 低温環境下における乳牛の生産生理反応の変化について

0藤田 裕。松岡栄 e 高橋潤一・鈴木孝俊・藤田毅(帯畜大)

10: 3 5 

1 6. 冬期間の畜舎環境に関する調査試験

1. 断熱む換気の改修による舎内環境の改善効果(古い乳牛舎での例)

。糟谷 泰・太田竜太郎・佐藤正三(十勝農試)・西部潤(十勝農協連)

1 7 寒冷地における畜舎環境の改善に関する研究 . 

1. 寒冷環境が子牛の行動と発育に及ぼす影響

0曽根章夫。岡本全弘。渡辺 享。峰崎康裕(新得畜試)ゎ干場信司(北大農)

18 緬羊の消化器系アスペルギス症の 1例

0松井幸夫・松川 清。千早豊・高坂嘉孝。菊地政則(酪農大)

19. 有珠山噴火が野生鳥獣の生体に及ぼす影響の比較医学的研究

。工藤規雄・吉井義一。藤本併。梁川 良・波岡茂郎。管野富夫。見上彪(北大獣医)

2 O. 北海道農家の井戸水中の硝酸，亜硝酸含量について

有賀秀子・ 0斎藤文彦・橋 和彦。前田祐作。祐川金次郎(帯畜大・酪農化学)

第 1会場午後の部

1 4 : 3 0 

2 1. 15 Nによる invitro硝酸塩還元の追跡

0高橋潤一。鷹津秋生。藤田 裕(帯畜大)

22. 乾草摂取量の差がめん羊のマグネシウムの出納および血清濃度におよぼす影響

0前田善夫。扇 勉。伊東季春(滝川畜試)

23. 飼料中の炭水化物含量がめん羊のミネラル代謝に及ぼす影響

0西埜進。近藤誠司・今泉万里子(酪農大)

24. 乳牛に対する濃厚飼料の定量給与が，粗飼料の摂取ならびに乳生産におよぼす影響について

0加藤信人。上山英一(北大酪農研)

25. 鶏ふんの化学的特性と利用法に関する研究

第W報鶏ふんの再利用について

滝沢寛禎(滝川畜試)
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1 5 : 3 5一一一一一『

26 ビッグベール乾草の簡易給与施設とその利用効果

。清水良彦。吉田倍。曽恨章夫・塚本達(新得畜試)

27. 畑作地帯における酪農の実態(十勝管内音更町における酪農の考察より)

第 1報 井芹靖彦・松永光弘(十勝北部地区農業改良普及所)・安藤道雄(宗谷北部地区農業改良

普及所)

28 畑作地帯における酪農の実態(十勝管内音更町における酪農の考察より)

第 2報冬期飼料給与の実態 1.過去 3ヶ年における給与実態

O井芹靖長。安藤主義・松永光主

決十勝北部地区農業改良普及所，ウ十時宗谷北部地区農業改良普及所

e 29 畑作地帯における臨時態(十勝管内音更町における酪農の考察より)

第 2報 冬期飼料給与の実態 2サイレージ給与の実態

o松永光弘。井芹靖彦(十勝北部地区農業改良普及所)。安藤道雄(宗谷北部地区農業改

普及所)

30 超音波ドップラ一法によるめん羊の妊娠診断について

0斉藤利朗・扇 勉。寒河江洋一郎。伊東季春。平山秀介(滝川畜試)

第 2会場午後の部

1 4 : 3 0 

31. 肉豚に対する穀実類の給与方法

0杉本亘之。宮崎 元ョ米田裕紀。所和暢・阿部英則(滝川畜試)

32. 豚肉質の季節変動について

。宮崎元・山崎潤・梶野清二・米田裕紀。阿部登(滝川畜試)

e 33 牛枝肉の長さが枝肉諸形質におよぼす影響

0新名正勝。清水良彦。裏悦次(新得畜試)

34. 肉質の理化学的評価に関する研究

4. 4品種の肉用牛の官能試験値と理化学的分析値との関係

0三浦弘之・三上正幸・泉本勝利・高鍋 聡(帯畜大)。清水良彦。新名正勝。裏悦次

(新得畜試)

35. 肉製品に添加した大豆タンパク質の SDSーポリアクリルアミドゲル電気泳動法による検出

山本克博。小林直樹・ 0鮫島邦彦

1 5 : 3 5 

36. 低温性細菌によるホヰー蛋白質の分解

0菊地政則・浜本正志・加藤芳美@東 直樹@松井幸夫(酪農大)

-5-



37. キモシンに関する研究

第 1報 キモシンの精製とその性質について

。進藤一典。仁木良哉・有馬俊六郎(北大農)

38 搾乳性の改善に関する試験

第 1報 2分間乳量分離採取ミルカーの改造とての作動状況の検討

。塚本 達・曽根章夫 e峰崎康裕。西村和行(新得畜試)

39 パイプラインミルカーの衛生状態調査

笹野 貢。 o岡田迫徳・長南隆夫・大場峻 ε 高瀬克則・大浦義教(北酪検)

4 O. 潜在性乳房炎乳の組成および性状について

。西川 進 。 高 橋 守 c角田省三。松岡国男・笹野貢(北酪検)
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一般講演要

第 1会場 午前の部

1. アンモニヤ処理えん麦ホールクロップサイレー

ジによるホルスタイン去勢牛の肥育試験

0鳶野保・三と昇(北農試)

目的 前報までに，えん麦ホールクロップをアンモ

ニア処理すれば，消化率と組蛋白質含量が著しく高

まることが明らかになったので，今回はホルスタイ

ン去勢牛に対する給与試験を行った結果を報告するコ

方法 えん麦(前進)を完熟期に草地用のハーベス

. タを凪いて微細断して収穫し，ブロック製のタワー

サイロに埋蔵した。一方のサイロはアンモニヤ添加

を行ない，もう一方のサイロは無添加とし，アンモ

ニヤの添加はプロアーでサイロに吹き込む時に，ア

ンモニヤ水をジヨーロを用いて添加した。添加量は，

NH3で乾物当り 1.6 5 %であった。

平均体重 45 0 kg前後のホルスタイン去勢牛 8頭

を4頭づつの 2群に分け，添加，無添加サイレージ

を給与して飽食させ，その他にとうもろこし穀実圧

べん(フスマ 5%i混入)を 1日1頭当り 4kg給与し

TこO

サイロの上，中，下層から計 7回サンプリングし

て飼料成分，有機酸組成， invitro消化率，めん羊

による消化率などを測定したO

結果供試したえん麦の穀実の割合は 46. 5婦で.

皮を除いた匪乳部の割合は 31. 2婦であった。サイ

. レージの水分含量は，添加および無添加でそれぞれ

5 7.4， 6 4.7婦で， pHは8.53，4.97であっ
~.陶

1'-0 

アンモニヤ添加サイレージは，サイロ開封直後か

ら取り出し終了まで発熱(4 0 --4 5
0C )が続し化。

この理由は明らかでないが， 2次発酵とは違うもの

で，アンモニヤの反応熱と推察される。

粗蛋白質含量は，無添加区 8.6に対し，添加区

9.2で僅かに添加区の方が高い傾向が伺われた。め

ん羊による消化試験の結果は，添加区のNFE と粗

繊維の消化率が著しく高く， TDNは添加区 57.8 

婦に対し，無添加区 49.7婦であった。 Invitro 

消化率の結果も，添加区の方がほぼ 10弼近く，乾

物消化率が高かった。乳用去勢牛の 70日間の増体

己
目

量は，添加区 75 kgに対し，無添加区 78 kgで，日

増体量はそれぞれ1.07，1.11であった。

サイレージからの乾物摂取量は添加区 6.4kg，無

添加区 6.7kgで，サイレージからの TDN摂取量は

添加区 3.7kg，無添加区 3.4kgで・あった。以上のよ

うに， TDN含有率は著しく高まったが，摂取量が

やや劣ったので， TDN摂取量は添加区の方が僅か

に 300[}多いだけであった。今回の試験で，増体

量に添加効果が認められなかったのは，このことが

主な理由のーっと考えられる。

また，無添加区には尿素を 1日1頭当り 10 0 [} 

給与したが，添加区はアンモニヤから摂取されるも

のとして，給与しなかった。しかし，実際はアンモ

ニヤの結合量が少なく，サイロ開封後飛散したもの

が多く，発熱のため蛋白質の消化率が低下したこと

などが重なって，蛋白質が著しく不足したことも，

今回増体効果が認められなかった理由のーっと考え

られる。

2. ホル雄肥育期飼料としての枚草サイレージとト

ウモロコシサイレージの増体効果

0山下良弘・山崎昭夫(北農試)

目的 適期刈 1番草と完熟期トウモロコシの肥育時

における飼料効率を明らかにするつ

方法牧草サイレージ:ォーチヤードグラス 37 %， 

メドウフェスク 44弼，アルフアルファ 16弼より

なる利用初年目草地の 1番草(6月 14日刈倒し，

イネ科草は出穂期)を水分 55婦の低水分サイレー

ジとして調製した。 トウモロコシサイレージ:北交

3 6号を完熟期(1 0月 19日，水分 69 % )に収

穫し，尿素 0.48弼(DM当り1.6骨)を添加して

調製した。ただし，試験開始後 1ヶ月間は前年調製

したサイレージ(品種・熱期同じ，水分 71婦，尿

素 0.41 %， DM当り1.4%添加)を給与した。

放牧育成したホル雄肥育牛 8頭を，牧草群，トウモ

ロコシ群に分け，屋外で 13週間の給与試験を行な

った。両群ともサイレージは自由採食させ，補助飼

料として圧ぺんトウモロコシ(麦ぬか 5弱含む)を

牧草群は 9週迄2 トウモロコシ群は 11週迄，. 1. 5 
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kg/日・頭給与し，その後は試験終了迄 2.7kg給与

しTこO

結果 1) 牧草サイレージ， トウモロコシサイレー

ジの DCP含量 (DM中)は 6.9， 7. 0 %， T D N 

含量は 54.1， 6 3.9婦で，両サイレージともかな

り低い値であったが，体重比サイレージDM摂取量

は牧草群で 2.07婦，でトウモロコシ群の1.73領

よりかなり高かったが， TDN摂取量では差がなか

っTこO

2) 全期間中の圧ぺんトウモロコシ給与量は牧草群

1 6 9 kg， トウモロコシ群 15 3 kgで、前者に 10 弼

多く給与した。

3) 試験開始時及び終了時体重は牧草群 459，544 

kg， トウモロコシ 449， 549kgで， ADGはそ

れぞれ 0.940， 1.104 kgとなり有意差(5弼)が

示された。これらのADG値はTDN摂取量から逆

算した増体量の 103， 129婦であり， トウモロ

コシ群の実測値が高く示された。

_4) 1 kg増体当り DM，TDN量は牧草群 12.8， 

7.4 4 kg， トウモロコシ群 9.2， 6.1 3 kgで、後者の

効率がDMで 39 %~ T DNで 21弼高く示された。

5) めん羊による窒素出納試験の結果，牧草サイレ

ージはー 1.669 N /日，尿素添加トウモロコシサイ

レージは 0.22 9の蓄積が示された。

なお， トウモロコシサイレージについてはひき続

き6日間づっ 2期の試験を行な¥，';給与日数と N蓄

積との関係を調べた。蓄積量は O.5 2， O. 2 1 9 N 

/日で 3期間に差は認められなかった。

3. 子牛の栄養性下痢発生に関する一考察

0大森昭一朗(北農試)・小林剛(農水省畜試)

目的 子牛の下痢発生に関しては不明の部分が多い

が，過食などの栄養性下痢に対する飼料性因子の関

与も十分に明らかではなし、。本試験で、は，晴育中の

子牛に種々の液状物を給与し，下痢の頻度と液状物

の組成との関係を検討した。

方法 4カ年にわたり導入した 1週齢未満のホル雄

4 7頭に 70日間牛乳を給与 Ly クリープ飼料の品

質比較諒験を行なったが，これらの子牛を対象に，

体重の約 4婦に相当する量の牛乳，脱脂乳，合成栄

養液，塩類溶液および温水をニップルにより給与し，

その後 6- 1 2時間に出現する水様性便の出現頻度

を比較した。合成栄養はカゼイン・ Na十無機物をも

とに，牛乳とほぼ等カロリーとなるようにブドウ糖，

乳糖またはノミターを混合して調整し，塩類溶液は

NaCl， KC 1などを等張または半等張になるように

混合した。試験液の投与は 2-4， 5-7，8-10 

試験週齢時にほぼ同一条件で反覆した。試験液の一

部については惨透圧を測定じた。

結果 1) 供試子牛の下痢発生延日数(減食，投薬

などの処置を要したもの)は試験期間の約 4.6婦で

あり，これらの下痢は試験 2週以内に多発し，また

試験年次によって発生頻度に差があった。試験液の

投与はこれらの下痢発生時を避けて行なったもの-C'， e 
子牛の発育はこれらの処置にかかわらずほぼ正常に

推移したO

2) 牛乳，脱脂乳給与時の一過性下痢の発生率は

5.9-8.5婦であり，牛乳を多給するとき発生率は

やや増加する傾向があった。温水給与時には 7.1 % 

( 2回/28回)の下痢があり，他に 2例の血尿が

あっTこ。

3) 栄養液の給与では，ブドウ糖または乳糖混合液

の場合に約 69%(66回/96回)と下痢が多発

し，パター混合液の場合の下痢発生は約 15弼(4 

回/26回)であった。

4) 塩類溶液の給与では，等張液(0.9骨NaCl， 

1 %KC 1)の場合に約 18弼(1 7回/96回)の

下痢が発生したが，半等張液では約 6領(3回/52

回)の発生に過ぎなかった。

5) 給与したブドウ糖液，乳糖液の穆透圧は牛乳に -

比べて明らかに高く，これらの栄養液投与時の下痢発 ー
生には高惨透圧の関与が予想された。一方，塩類溶

液投与では牛乳とほぼ等しい豊島透圧を持つ等張液でも

下痢が多く，消化管内容の惨透圧と下痢発生につい

ては今後も検討を要するが，多量の水分補給には半

等張液の使用が適当と思われる。

4. 乳母牛による子牛の晴育技術

2. Multiple Sucklingによる子牛の牛乳摂

取量について

0杉原敏弘・附田清・木下善之(北農試)

目的 乳母牛を用いて複数の子牛を晴育する場合，
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子牛の牛乳摂取量(吸乳量)と乳母牛の泌乳量との

関係が，子牛の晴育頭数を決定する大きな要因であ

るO 乳母晴育時の子牛の吸乳量を種々の条件下で調

査し，乳母晴育を行う場合の資料とする。

方法乳母牛 4頭，初生子牛 13頭を用いて乳母晴

育を次のように実施した。

試験 1-1 ，分娩後 5日目で日乳量 9kgの乳母牛 1

頭に子牛 3頭を晴育させ 1日4回の体重差法による

晴乳量と， 1日2回のミルカー搾乳による泌乳量を

比較した。

試験 1-2，試験 1-1の乳母晴育開始後約 7週間

を経過した時，乳母牛を交替して日乳量 30 kgの乳

.母牛を用い，子牛 3頭に更に生後 1週令の子牛 2頭

を加え，計 5頭を晴育させて体重差法による晴乳量

を測定した。子牛は離乳後 16週令まで舎飼し，発

育を調査した。

試験II-1 ，日乳量 17 kgの乳母牛 1頭に子牛 5頭

を晴育させた。乳母牛と子牛は 5月下旬より昼夜放

牧し，乳母牛と子牛にそれぞれ補助飼料を給与して

体重差法による晴乳量を測定した。

試験II-2，日乳量 19 kgの乳母牛 1頭に子牛 3頭

を晴育させた。乳母牛と子牛は 5月下旬より昼夜放

牧し，補助飼料は無給与として，体重差法による晴

乳量を測定した。

試験Hー 1および 2の子牛は 7月中旬に離乳後 1群

として同一牧区に群飼 L9補助飼料を上限 2kgに制

限し 11月 1日の終牧時まで昼夜放牧した。

結果試験 1-1 ，体重差法による全子牛晴乳量と，

. ミルカーによる搾乳量がほぼ一致する数値を示しむ

子牛が主として吸飲した乳母牛の乳頭別吸乳量と，

クオーターミルカーによって搾乳した分房別乳量の

数値もほぼ一致する結果を示した。

試験 Iー 2，日乳量 30 kgの乳母牛に 5頭の子牛を

晴育させた場合， 1回の吸乳量は子牛間の個体差が

大きいが， 1日当りの吸乳量は或程度平均値に近づ

くことが認められた。また，子牛の 1日当り吸乳量

の上限は，脂肪率 3.5婦の牛乳で 11. 5 kgで、あった。

試験II-1および 2，放牧中補助飼料を給与した試

験II-1の乳母牛は，乳母晴育開始後 4週目に 18.9

kg， 7週目に 15.5 kg，補助飼料無給与の試験II-

2の乳母牛は，乳母晴育開始後 4週目に 13.6.kg， 

6週目に 10.1 kgの晴乳量を示した。

子牛の 1頭当り吸乳量は，試験II-1群は乳母晴

育開始後 4週目に 3.8kg， 7週目に 2.6k9，試験E

-2群は乳母晴育開始後 4週目に 4.5kg， 6週目に

3.4kgを示したが，試験II-1群の子牛には別飼飼料

を与えたので，試験II-2群とほぼ同様の発育値を

示した。

5. 全乳早期離乳方式による乳用子牛の発育と経済

t性

0池滝孝。太田三郎。石黒敏夫.LlJ口光治・

中島三博(帯畜大)

目的 代用乳を用いる子牛の早期離乳方式は農家の

実用技術として既に定着し，育成費節減に大きく貢

献しているが，なお全乳晴乳を行っている例も少な

くなし、。全乳を使う集団暗育は多頭数飼養経営では

晴育労働の軽減に効果的であり，またこの場合，初

乳。末期乳・乳房炎乳などの活用も可能であろう。

そこで，全乳を自由摂取させる集団晴育によって

4 5日離乳試験を行い，全乳 90日離乳方式と比較

すると共に経済性について検討した。

方法 1 978 年 2 月~ 1 9 7 9年 3月の聞に本学

附属農場で出生したホルスタイン種子牛を順次供試

した。 7月まで、に生れた子牛を 90日間晴乳区(A 

区， 1 2頭)， 8月以降生れを 45日間晴乳区(B 

区， 1 4頭)とし固型塩，飲料水を常備した集団晴

育ベンで飼養管理した。飼料は全乳(自動晴乳器，

ニッフ.ル 1個人市販人工乳，乾草を自由に摂取さ

せ，給与毎の追加量を記録した。また，子牛の晴育

ベン収容から 90日令まで毎月 2団体重ほか 5部位

の測定を行った。

結果 本試験の 15日令より 90日令までの乳摂取

量は 50 8 kgで、あり，第 32回本大会で報告した結

果より推定した総摂取量 49 1 kgとほぼ一致した。

このことから，乳摂取量は生後 8週令頃まで徐々に増

加していき，以後急速に減少するパターンを総体的

に確かめた。

A区の人工乳摂取量は，日令が進むにつれ漸増す

る傾向を示した。一方， B区の摂取量は離乳後急速

に増加し， 9 0日令には約 4kg/日摂取するものと

思われた。

試験期間中に給与したB区の人工乳はA区の約
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2. 5倍， A区の全乳給与量は B区の約 2.2倍となっ

TこO

A区， B区の発育をホル協の正常発育値と比較し

てみると，両区とも 4 5日令までは幾分標準値より

低いが， 9 0日令にはA区は標準並， B区は標準を

やや上廻る良好な発育を示した。

9 0日令までの飼料費を試算した結果， B区はA

区の 66婦となり，早期離乳区がより経済的であっ

た。また，代用乳を用いる一般的な育成法と比較し

た場合， B区の有利性は認められないが，余剰初乳

や乳房炎乳の利用により育成費を軽減することが可

能と思われた。

6. 乾草から多汁性粗飼料への急変が子牛第一胃内

性状に及ぼす影響について

0鷹津秋生・高橋潤-0松岡栄・藤田裕

(帯広畜大)

目的 幼齢子牛の多汁性飼料への消化生理上の順応

に関する基礎的な知見をうるため，給与粗飼料を乾

草から生草あるいはサイレージへ急変した場合につ

いて，第一胃内性状の変化を中心に検討する。

方法約 2~4 カ月齢のホルスタイン種雄子牛(第

一胃フィステル装着)4頭を用I.r'， 給与飼料を乾草

常給から青刈り牧草に急変する処理 (H-G区)と

乾草から牧草サイレージに急変する処理 (H-S区)

の2処理に 2頭づっ割付け，各処理区間 2期間(1 

期 28日間)の反転飼育試験を行し、，飼料摂取量と

体重の変化，第一胃内の窒素成分濃度， pHおよび

VFA濃度の変化を調べた。第一胃内容液は 1日3

回(給与直前，給与後 3時間目，給与後 8時間目)， 

飼料急変直前 2日間と急変後 1， 2， 3， 5， 7，

1 4日目に採取した。

結果 1)処理に関係なく飼料急変後 1週間の聞は

乾物摂取量の変動が大きく，体重も減少傾向を示し

たが， 1週目から 2週目の間では乾物摂取量も比較

的安定し，体重も増加を示した。

2)第一胃内窒素成分濃度の経日的変化は，全窒素，

水溶性窒素，アンモニア態窒素について両区とも急

変後 5日目頃までの変動が大きい傾向が見られた。

全窒素，アンモニア態窒素でH-S区の濃度が高い

傾向が見られ，アンモニア態窒素では飼料急変後の

変化のノミターンも両区で異っていた。しかし，水溶

性窒素濃度については両区間にほとんど差は見られ

なかった。

3) V F A濃度は急変直後の変動巾が大きく急変後

H-S区がH-G区より高く推移.Ltこ。各酸のモル

比はH-S区において急変後の酢酸の低下と酪限の

増加が示されたが， H-G区では大きな変化は見ら

れなかった。

4) 以上の結果より，乾草から多汁性飼料への急変

に基づいて初期の乾物摂取量の経日変動巾の増大と

初期増体量(急変後 1週間)の低下が認められ，ま

た，急変直後の第一胃内窒素成分濃度およびVFA _ 

濃度の経日変動巾の増大が特徴的に認められたが， . 

これらの変動巾は急変後 5日目以降では比較的小さ

くなり安定するようであった。

7. 発育にともなう子牛の第一胃ガス組成の変化

住尾善彦・ 0大久保正彦・関根純三郎・

朝日田康司(北大農)

目的 反拐家畜の第一胃においては，摂取された飼

料が微生物醗酵により分解される際多量のガスが産

出されている。この第一胃におけるガスの産出量お

よび組成は，第一胃機能の発達度合をしめすーっの

指標となりうるものと思われるO そこで本試験は，

第一胃機能が発達中の子牛における第一胃ガス組成

の変化の様相を明かにする目的で実施した。

方法 ホルスタイン種初生雄子牛 6頭を供試し，、う

ち 4 頭には 3~4 週令時に第一胃フイステルを装着 a・

した。給与飼料は全乳，カーフスターターおよび乾 一

草でp スターターは配合割合は同一であるが，全体

がベレット状のものおよび穀類を圧ベん処理したも

のの 2種類を用いた。第一胃ガスの採取は， 4週令

から 12週令まで毎週 1日，朝給餌前および給餌後

2， 4， 6， 8時間に第一胃フィステルまたは腹部

に穿刺した針を通して行った。また 14週令時には

スターター給与レベルを低くおさえ，同様にガス採

取を行った。採取ガスはLPGアナライザーによっ

て分析を行し、， CO2， CH"， H2， 02，'N2各ガ

ス割合を求めた。

結果 1 )第一胃フィステル装着子牛のうち 1頭は

装置状況が悪く，ガス組成測定には不適当と思われ
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たので，結果から除外した。他の 3頭は，フィステ

ル装着状況は良好で， かつ外科用接着剤の使用等に

より嫌気性の保持につとめたが，なお外気の混合は

まぬがれなかった。穿刺法は発育にも影響はなく，

簡便であり，ガス採取方法として適当と思われた。

2)第一胃ガス組成の経時的変化をみると， CO 2 

は離乳前後までは給餌前が低く，給餌後 2~4 時間

まで増加し，その後減少する傾向をしめし，離乳以

降は給餌前から高く，経時的変化が小さいか，給餌

前低く，給餌後 2時間で増加し，その後は変化が小

さかった。 02十H2は給餌前が高く，給餌後減少し，

CH.は経時的変化が小さかった0

_ 3) 各週令毎の平均値でみると，山は 4週令で

4 0冊以下で最も低く，その後 7週令まで、増加， 7 

週令以降は 75 %前後を推移した。 O2+N2は逆に

4週令が最も高く，その後漸減し 7週令以降は 10 

領以下であった。 CH4は一定の変化をしめさず，ほ

ぼ 10~20% であった。 H2は 8 週令以前では 1%

程度まで検出されることがあったが，それ以降はほ

とんど認められなかった0

4)第一胃内醗酵を表わすーっの指標である CO2/

CH，3比は，摂取飼料中のNFE/C.F iber比との間

に高い正の相関をしめし， 1 2， 1 4週令時の値か

らy=0.650 X十 0.568 ( Y : CO2 /CH4， X : 

NFE/C . F iber )という回帰式を得た。

5) カーフスターターの違いは，第一胃ガス組成に

何ら影響を及ぼさなかった。

-8 フード法による子牛の呼吸試験の検討(予報)

0関恨純二郎・小林泰男。大久保正彦.朝日田

康司(北大農)

演者らは，マスク法により子牛のエネルギ一代謝

試験を実施してきたが，この方法は長時間の測定に

は不適当である。そこで，フード法による呼吸試験

について検討した。子牛の行動の妨げとならずに頭

部を覆LVかつ，子牛に不安感を与えないこと，さ

らには，内部が観察可能であることを考慮して， 2 

つの透明プラスチック製フードを用いた。ひとつは，

1 0 0 x 1 0 0 x 1 2 0センチの大きさで，フード

内でも子牛が採食を行なえる程の余裕をもち，かな

りの月齢まで達した場合においても利用可能である

ことを考慮、しである O 他は， 50X60X70セン

チの大きさで，若齢子牛に利用することを目的とし

た。これらのフードには，子牛の頭部を収容する開

口部を壁面に設け，そこにダグラスバッグを利用し

た円すい形のえりをつけ，これを子牛の首にとめて

外気の侵入を遮断した。フード上面中央に入気孔を

設け，開口部対面の底面から 15センチ上の部位に

排気孔を設けた。排気孔より蛇管を通じて一定割合

で空気を吸引し，ガス分析装置の混合室内に送り，

そこから一部を定量ポンプで分析器に送り， O2， 

CO2， CH4含量を連続的に分析し，排気孔からの空

気の流量をもあわせて記録できるようにした。また，

フード内外の気温も連続的に記録した。ホルスタイ

ン雄子牛を， 3週齢から供試した。若齢時において

は，給飼前後の測定を行なうにとどまったが，フー

ドは，子牛の起立，横臥等の行動の妨げとはならな

かった。さらに，子牛に対するフードの応用には以

下のような検討が必要であると考えられた。

1) 子牛の発育に応じたフード容量およびフード内

空気の適正換気量の設定

2) フードによる 24時間連続測定の可能性，特に

給飼，給水方法の検討

3) フードのえりに対する子牛の異噌の防止

4) フード内外気温の差による影響の検討，などで

ある。

9. オーチヤードグラスのめん羊による採食量と飼

料価値

石栗敏機(滝川畜試)

オーチヤードグラス 32点をめん羊に給与して，

消化率と採食量を測定し，採食量と消化率の関係，

季節的な採食量やNVIの変化および牧草と糞の

密度の関連を調べた。

消化試験は去勢めん羊 5頭を消化試験用ケージに

収容し，予備期 5日間，本期 5日間の全糞採取法で

行った。給与量の 10から 15 %の残飼が出るよう

に給与量を調節した。

体重の維持を目途として残飼の出ない量を給与し

て行う慣行の消化試験と比較して，飽食量での消化

試験ではTDNおよびDDM含量が低下した。これ

は細胞壁物質の消化率が低下し，可消化細胞壁物質

4
2
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が低下したためと考えた。刈取りの間隔をせばめて

年間 6回の収楼を行っても夏期間の栄養価の低下を

防ぐことができなかった。採食量は 1番草で生育が

進むにつれて減少する傾向を示し，年間の生育期間

を通しては一定した変化のパターンを示さなかっTこo

Wo.75 当りの乾物摂取量は 1976年の 2才羊では

4 5. 5から 84.69の幅で平均 71.29， 1977，

7 8年の 3才羊では 51. 0から 67.29の幅で平均

6 1. 1 9であった。可消化エネルギー含量の低い牧

草で採食量が少ない傾向があるため， WO• 7 :> 当りの
可消化エネルギー摂取量はおおむね， 5月下旬から

6月上旬の 1番草および最終刈取りの番草で高い値

を示し，夏季の再生草で低下した。 2才羊に給与し

て求めたNVIの平均値は 58.8で， 3才羊の平均

値 48.1よりも約 10高い水準であった。これは 2

才羊の採食量が多かったことが原因したと考える。

牧草の乾物消化率と糞の密度(9/mf，)との聞には

1番草，再生草ともに有意な相関関係が得られた。

まt:，再生の密度と乾物消化率との聞にも有意な相

闘があり，牧草の密度が低下するど消化率も低下し，

軽い糞を封時世することが観察された。

1 O. ビートペレツトパルプの消化率測定

0蒔田秀夫・和泉康史(根釧農試)

目的 めん羊で濃厚飼料の消化率を求める場合，通

常，濃厚飼料を試験飼料とし，消化率が既知の組飼

料を基礎飼料として，それらを併用給与した、消化試

験を実施して濃厚飼料の消化率を算出するが，その

ときの粗飼料の違いによって濃厚飼料の消化率は異

なって測定される場合があることを第 32回日畜会

道支部大会で報告した。

今回は，ビートベレットパルプの消化率を測定す

る場合，基礎飼料を高水分 1番刈牧草サイレージま

たは 2番刈乾草とし，基礎飼料がある場合とそれが

ない場合について，その消化率に及ぼす影響を比較

検討する。

方法 ビートベレットパルフ・は，ビートパルプにて

ん菜糖製造時に産出するステップエン濃縮液を 30 

弼添加し，ベレット状に成形したもので，その成分

(弼)は，水分 20，乾物中の組蛋白質 16，粗脂

肪 1，可溶無窒素物 (NFE)57，粗繊維 16， 

粗灰分 10 であったO

水に浸潰せずに給与した。

試験 1 めん羊(サフォーク種とコリデール種の交

雑種，去勢雄)3頭を用い， 1番刈牧草サイレージ

(水分 78部，乾物中の粗蛋白質 14領，粗繊維

3 1 % )を基礎飼料として，ビートベレットパルプ

の消化率を求めた。次に試験飼料単味給与により消

化率を求めた。即ちサイレージ単味給与，試験飼料

単味給与の順に消化試験を連続して実施した。消化

試験は，予備期 8日間，本期 7日間で，全糞採取法

tこょっずこO

試験 2 めん羊(サフォーク種，去勢雄)3頭を用

い:-2番刈乾草(水分 18領，乾物中の粗蛋白質

1 4骨，組繊維 28弼)を基礎飼料として，試験 1

と同様に試験飼料の消化率を求めた。

結果 ビートベレットパルプの乾物および有機物の

消化率は，単味給与のときよりも，牧草サイレージ

または乾草と併用給与したときに高かった。(Pく

0.05)。粗脂肪の消化率では，その差は一層顕若

であった。(Pく O.0 1 )。粗蛋白質と NFEの消

化率では有章差を認めなかった。ビートベレットパ

ルプ単味給与のときの組繊維消化率は，サイレージ

との併用給与で、求めた場合より低く(Pく 0.05 )， 

乾草との併用給与で求めた場合とは大差なかった。

乾物中のDCP含有率では，基礎飼料のあるなし

で有意差を認めなかったが， TDN含有率では，単

味給与で、求めた場合よりもサイレージあるいは乾草

との併用給与で、求めた場合の方が高かった(Pく

0.05)。

• 

• 
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第 2会場 午前の部

11.無脂乳固形分の変動要因調査について

その I 生理的，環境的要因

0嶋功(酪農総合研究所)・上山英一・広瀬可

恒(北大農)・大浦義教(北酪検)

目的近年，牛乳に対する食品的，栄養的価値につ

いての一般的評価が，乳脂肪よりも無脂乳固形分に

指向され，或いは生乳取り引きにおいても，従来の

脂肪含量主体から無脂乳固形分含量を加味した方式

に移行せんとする方向にあるとき，現地酪農家にお

ける生産乳の無脂乳固形分に変動をおよぼす要因と

.その寄与率を明らかにすべく，下記の如く野外にお

ける実際例を調査分析したので報告する。

方法 1 )対象地区並びに対象牛は，幌延(道北)， 

計恨}]IJ(道東)，砂JlI(道央北)，倶知安(道央南)

の4地区 17戸より各 6頭づっ計 102頭の搾乳牛

を指定して調査対象牛とした。

2) 調査期間は昭和 51年 9月より 53年 10月ま

での 2年 2カ月間で， 5 4年 2月まで更に一部補完

調査を行った。

3)調査は各個体乳の成分調査と飼養実態調査を行

った。乳成分調査は毎月 1回一定日に各対象牛個体

乳の乳脂率，無脂乳固形分率，隔月には乳蛋白質，

乳糖を分析測定した。

結果 1， 9 0 1例の調査データ取纏めの結果，

1 )乳期と SNFとの関係は，分娩後 2ヶ月で最低

に下がり，その後徐々に上昇して 6ヶ月を過ぎて平

.均値に達し， 1 0ヶ月で最高率を示したo 寄与率

(変動率)は平均値に対し-3. 6 ~ 3. 6婦の範囲内

で，同一例による乳脂率の変動率(ー 7.3 ~ 8.1弼)

に比し約 2分の lであったO

2)乳期推移に伴う変動における SNF率(y )と

乳脂率(x )との関係は， r = O. 2 5 9 9 ( Pく

0.0 0 1 )， y = 7. 7 4 0 7 + O. 2 5 0 9 X， n = 
1， 9 0 1 

3)産次と SNF率との関係は，初産より 6産まで，

夫々 10 2. 0， 1 0 1. 8， 9 9. 8， 9 8. 9， 9 8. 4 

9 7.6 ( S N F平均値に対する指数)と負の傾向を

示した。まずこ乳脂率も負，乳量は正の傾向を示した。

4)乳量(x )と SNF率 (Y)との関係は rニ-

0.2 8 4 0 ( pく O.0 0 1 )， y = 9. 1 2 4 6 -

0.0 2 1 4 X， n = 1，9 0 1 

5) 生産月による SNFの変動は，冬季舎飼期には

高く， 4....... 5月に低下し 6月放牧と共に上昇するが，

7.......9月暑熱と共に低下する。寄与率は平均値に対

し2.7....... -3.7婦の範囲内で，同ー一例による乳脂率

の変動率 4.7 ~ -4.5婦に比しやふ小さかった。

6)盛夏期におけるSNF減少要因については，夜

間の最低気温が 18
0

C以上のときは夜間牛舎内温度

は240C以上，湿度 90弼以上となり， SNF率は

顕著に低下するが，夜間外気温が 12
0C程度に低下

した場合は， 日中の高温に拘はらずSNF率に著変

なかった。即ち日中と夜間の連続高温感作がSNF

率の低下要因となっていると推察されるので，夏季

夜間舎外に放つことも有効と思われる O

12.無脂乳固形分の変動要因調査について

そのH 飼養的要因

0嶋功(酪総研)・上山英一。広瀬可恒(北大

農)。大浦義教(北酪検)

目的前報(その 1)に同じ

方法調査地区，対象牛，調査期間は前報(その1) 

と同じ。

飼養実態調査を期間中 32回実施したが，朝の搾

乳前給与時から夜の搾乳後給与時までの牛舎内作業

に立会い，

1)飼料給与の都度，給与量並びに残飼量を秤量し

て，対象牛毎に実摂取量を測定，

2) 給与飼料毎に現場試料を採取し，成分分析して

1 )による実摂取栄養分量を算定，

3) 朝夕の搾乳量測定と乳成分分析，

4 )その他，体重測定， CMT検査，牛舎内温湿度

測定など，対象牛について実施した。

結果放牧時の採食草量の推定による誤差の影響を

避けるため，この取り越めでは 32回のうち摂取量

を実測し得た冬季舎飼期の 17回分のみを対象とし，

更にその 17回 413例のうちから，乾乳中，末期

牛，分娩 1ヶ月以内， CMT (廿)以上，その他計

2 0 7例を除いた 206例について分析した。

1) T DN充足率(X')とSNF率(y )との関係

は， r = O. 4 4 8 9 ( Pく 0.00 1 )， y= 7.300 

+ O. 0 1 4 7 X 
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2 )この中から同一牛の 2産にわたるデータを選抜

し，更に乳期月数，生産月，乳量の近似した 35組

7 0例を対照した。正の傾向 25組，負の傾向 10 

組で， r = O. 4 5 7 1 ( Pく 0.00 1 )， yニ

6.947 0十 0.01 9 9 X 

3) DC 0充足率(X )と SNF率(y )との関係

は， rニ 0.3883 (pく 0.001 )， Y = .7.7955 
+ 0.0 07 3 X 

4) 同一牛の 2産次対照では，正の傾向 20組，負

の傾向 15組で， r = 0.2 5 1 7( 0.02くPく0.05)， 

Y = 8. 0 4 9 6 + O. 0 0 6 6 X 

5) 前述の 1)と 3)のTDN，DCP各充足率間の

関係は， r = O. 7 9 1 9 ( Pく O.0 0 1 )，更に夫

々の回帰方程式により充足率 100婦に飼養改善し

た場合の該当 SNF率を求めると， TDNの場合は

8. 7 7婦と向上目標を感じさせるが， DC Pの場合

は 8.52 5婦でこの調査の平均値 8.692掃を下廻

り目標値とは言えなし、。即ち 3) の相関は給与飼料

内でTDN含有量に連動してDCP含有量が増減す

るための現象であり，要するに SNF率の変動はT

DN充足率の過不足によると推測された。

6) T DN充足率(X )と乳蛋白質率(Y )との関

係は， r = O. 2 5 1 4 ( O. 0 0 1く Pく 0.01 )， 

Y = 2. 4 0 2 4 + O. 0 0 7 4 X 

7) D C P充足率 (X)と乳蛋白質率 (Y)との関

係は， r = O. 2 7 9 0 ( O. 0 0 1くPく 0.01 )， 

Y = 2. 5 2 3 7 + O. 0 0 4 8 X 

8) 5)の要領により各充足率 100婦の場合の乳

蛋白質率を求めて検討した結果は，乳蛋白質率の変

動も TDN充足率の過不足によると推測された。

9) T DN充足率， D C P充足率と乳糖率との関係

を求めたが，双方とも有意な相関は成立しなかっずゐ

13. 放し飼い牛舎における牛群の行動とくに牛舎

内における牛群の分布について

0近藤誠司・桃野孝朗・柳正信・西埜進

(酪農大)

目的 放し飼い牛舎における牛群行動の基礎的な知

識を得る目的で，牛群の休息牛舎利用行動に関する

一連の研究を行なってしら。現在までに牛群の牛舎

利用度の年変化を報告したが(畜産学会第 69回大

会)，それによると牛舎利用度は夏は日中が高く，

他の季節は夜間に高かった。また日中平均利用度は

夏から冬へ増加し，その後減少した。これら年変化

は気温と有意な負の相関をもち，積雪にも強く影響

されるようであった。今回の報告は，牛舎内におけ

る各個体の分布状況と，それに及ぼす牛群の社会的

順位などの影響について検討したものである。

方法放し飼い牛舎に収容されているホルスタイン

種雌牛(乾乳・育成牛)にて， 1 0月 11月は各 1

回， 1 2月は連続する 2回の 21時間観察を行なっ

た。牛舎は床面積 414m2を草架で、 3:2に仕切り，

乾乳・育成牛に利用させ，それぞれに運動場が付属

しているo 観察頭数は両群あわせて 10月23頭，_

1 1月21頭， 1 2月30頭であった。濃厚飼料，

サイレージは朝夕運動場内の飼槽にて給与し乾草は

自由採食であった。牛群の分布は，牛舎内を柱の位

置で 12 x 4及び 8x 4に区分した図を作成し，各

牛の位置を毎時間記録した。牛群の社会的順位は各

月に飼槽優先法によって推定した。気象観測は 1時

間毎に牛舎内 5か所にて行なった。

結果 1 0月の観察では頭数の多い育成牛は 12 x 

4側に入っていたが，他の月では乾乳牛が 12 x 4， 

育成牛が 8x 4側であった。牛舎利用時間は 12 ~ 

1 6 時間で，各月とも 17:00~4:00 までは

ほぼ全群牛舎内にみられた。牛舎内の気温の分布は

各月とも有意な差はなく，風速は 0"'-0.5 o/s程度

であった。床面の状態は草架前が最も良好であった。

社会的順位は育成牛では 10ー 11月， 11-12

月と有意な正の順位相関をもったが，出入りの多い .. 

乾乳牛では大きく変動した。牛舎内での各牛の位置 司 F

は日内で少会耳、ともよく一致していた。日内の各牛

の位置d哩弊 12月の 2日間で比較すると育成

牛はほぼ同位置に観察されたが，乾乳牛は一定では

なかった。 11月と 12月の観察を比較すると，育

成牛では大体同じ位置にいる傾向がみられたが，乾

乳牛は変動が大きかった。 11月 12月の各位置に

おける牛群分布頻度を社会的順位により上ー中・下

位に分けて比較すると上位群は草架前に位置し，中

位群は草架前もしくは牛舎のはし，下位群は草架前

か牛舎中央部に位置することが多く，これら社会的

順位と牛舎内分布状態には有意な連関がみられた

(Cramerの係数C2= 0.4 9 4 6， Pく 0.00 1 )。
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乾乳牛では有意な連関はなかった。

1 4.野犬対策としての羊の日中放釈について

。寒河江洋一郎・斉藤利朗・平山秀介

(滝川畜試)

目的近年，高級肉であるラムの生産が草主体によ

っても可能なことから，羊が見直され，飼育熱は高

まってきている O しかし，飼育が軌道に乗りかかっ

たところで，一夜にして飼育を断念せざるをえなく

なるのが，野犬の害である。そこで，消極策ではあ

るが，野犬対策として日中放牧を考え，昼夜放牧と

.の比較で，行動，体重変化および枝肉の量・形状を

調査した。

方法放牧時間と補助飼料給与の有無により，昼夜

・無区，昼夜。有区， 日中。無区，日中・有区とし

た。l.0 haのイネ科牧草主体草地を 0.25 haの4

牧区に区分して，慣行法で晴育・離乳した 16頭の

雄子羊(サフオーク種と雑種)を 4頭ずつ配置し，

7月 13日から 10月 2日までの 81日間，定置放

牧した。

日中放牧の時間は，前半を 12時間(6 am ---6 

pm )，後半を 8時間(8 am ---4 pm )とした。 夜

間は，牧区の一角に設置した追込みにいれた。

補助飼料 (TDN66婦の乳配)は，開始から 9

週間は 2009/頭。日，残り約 3週間は 40 0 9 

/頭。日とし， 日中放牧群を追込みに収容する時に

与えた。

. 体重測定は 1週間隔で行ったo 夏と秋に 3回ずつ

日中行動を観察した。全頭をと殺解体した。

結果 1) 日中放牧の時間帯における食草割合は，

昼夜・無区: 1 9 ---7 6弼，昼夜・有区:13 ---77 

弼，日中・無区:3 9 ---9 8弼， 日中・有区:3 8 

---89%で，日中放牧の両区が明らかに高かった。

日中・無区の場合，秋の 8時間放牧では 3回とも

90%以上であった。

2) 日中放牧 12時間の期間の日増体量は，日中・

有区>昼夜・有区>昼夜・無区>日中・無区の順で

補助飼料給与の両区が上位を占め，日中放牧 8時間

の期間では，昼夜・有区〉昼夜・無区>日中・有珍〉

日中・無区の順で，昼夜放牧の両区が上位を占め，

全期間では，昼夜・無区 :1699(100)，昼

夜。有反 :2068(122)，日中・無区:118 

8(70)，日中・有!>Z:1888(111)であ

った。

3 )終了体重，14.5 kg (昼夜・無区比， 8 8 )の日

中。無区は，冷と体重 17. 5 kg ( 8 5 ) ，枝肉歩留

4 5.8弼(9 7 )，肋上脂肪厚 5.3mm ( 6 2 )であ

った。昼夜・有民と日 Iて1.:1・有Kの枝肉の量 3 形状は，

近似していた。

1 5.低温環境下における乳牛の生産生理反応の変

化について

。藤田裕・松岡栄・高橋潤一・鈴木孝俊・勝田

毅(帯広市大)

目的 寒冷時における泌乳牛の代謝と生産反応の変

化を栄養生理面から明らかにするため，環境温度制

御下での一連の試験を実施してしる。本試験では，

急激な寒冷曝露が泌乳牛の生産生理におよぼす影響

を量的に計測し， とくに寒冷への泌乳牛の順応経過

に関する検討を行う。

方法 泌乳盛期を経過した乳牛 3頭(体iIi:: 5 6 7 

..._ 7 0 4 kg，日乳量: 1 0 ---1 5 kg，産次:2 ---5 ) 

を環境調節代謝室内に収容し， 1 j胡:+ 1 0 "c， 1l 

期-1 OoC，皿期:+ 1 0 "c， IV期:ー 20 uC， 

V期:+ 1 0 ucとして各期 7日間の急激な温度変換

を行い，その間の諸反応の変化を計測した。計測項

目は，乳量，乳成分，摂飼摂水量，直腸温，脈拍，

血液性状のほか，呼吸試験による呼気量，呼吸数，

O2消費量，CO2及びCH4産生量ならひすこ熱発生量

で，乳量，摂飼摂水量については連日，他の項目に

ついては温度変換の直前直後期について各 2日間計

測した。飼料はチモシー主体のへイレージを 8時及

び 17時 30分の 2回，それぞれ 1時間自由採食さ

せるとともに，乳量の 30弼相当量の配合飼料を朝

夕の搾乳時に分与した。

結果 1 )粗飼料からのDM隈取量は，寒冷処理開

始後の日数経過とともに増大の傾向を示し，期間内

通算DM摂取量の増加割合は-2 OoC期に大きかっ

TこO

2)期間内通算のFCM， S CM乳量は，温度処理

にもとづく変化は認められなかったが，乳脂肪率及

びたんぱく質率は寒冷期にやや増加の傾向があっTこo
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3)寒冷処理の開始とともに呼吸数の著減，これに

ともなう単位時間内呼気量の激減(1回呼気量の激

増)をみ，寒冷期特有の「深く遅し、」呼吸パターン

が急速に形成された。

4) 給飼前のメタオミリックーボディ・サイズあたり

O2消費量，CO2及びCH4産生量と，これらのガス

代謝値にもとづいて算定された熱発生産量は，-10

oc， -2 OoC期ともに寒冷処理開始当初はむしろ低

く，寒冷処理終期(5 ~ 7日目)に至り回復した。

呼吸商は寒冷期に低下傾向を示した。

5)寒冷処理期における血中NEFA濃度およびヘ

マトクリット値は寒冷処理開始期から増加の傾向が

認められた。血糖値は-2 OoC期に若干増加したが

-1 OoC期には増加反応は認められなかった。

6) 期間内通算の体重，直腸温，脈拍，摂水量には

温度処理にもとづく一定の変化は認められなかった。

7) これらの成績から，急激な寒冷曝露の初期には

呼吸数の激減を主徴とする放熱抑制反応が顕著に優

先するとともに，血中代謝関連成分も比較的すみや

かに対応するが，寒冷処理に対する熱発生量の定常

的な増大反応はややおくれて発現するものと考えら

れた。

1 6.冬期間の畜舎環境に関する調査試験

I 断熱・換気の改修による舎内環境の改善効果

(古い乳牛舎での例)

0糟谷泰・太田竜太郎・佐藤正三(十勝農試)

.西部潤(十勝農協連)

目的 本道の冬期間は防寒のため密閉状態になるこ

とが多く，空気汚染や結露・結霜のひどい畜舎が多

数見られる。

今回，舎内結露がひどく，管理作業ばかりでなく，

乳牛の健康にも悪影響があると思われる乳牛舎(帯

広市上帯広・ M牧場)において，断熱・換気の改修

工事を実施し，その効果を調査したので、報告する。

方法対象牛舎(スタンチヨン対尻式，成牛 321m， 

育成牛約 10頭収容可能)は 1960年に建築した

6.3 x 1 8mのものを， 1 9 7 6年に 9.9x 28m 

に改築した牛舎で、ある。

木造 1部 2階(乾草貯蔵所)で，出入口はスキ間

の多い木製戸の一重，窓、は木製枠の一重，天井と内

壁は耐水ベニヤの一重，外壁は角波トタン張り，断

熱材は壁にのみグラスウール 50 mmが使用されてい

た。手動式ファン(62m3
/ 分)が南壁に 2台，北

壁に 3台設置されており，朝と晩に運転している。

入気口は設置されていなかった。

天井や壁の各所に結露・結箱が見られ，水1尚も落

下Lており，また，舎内の臭気も相当に強い状態にあ

あった。

そこで， 1 )出入口に木製戸を新設し， 2主にし

てスキ間風を防ぐ

2) 窓の外側にポリフィルムを張り，スキ間j武を防

くや

3)天井の乾草貯蔵所以外は，ポリフィルムとグラ.

スウール 10 Ommを敷く，

4) 北壁のファンを取りはずして入気口を設置する3

5) 南壁にファン 1台を新設し， 3台とも 53吟
のものにし，中央の 1台は連続運転， 2台はサーモ

による断熱運転とする，などの改修工事を実施した。

改修費は 27.7万円で，成牛 1頭当り1.2万円とな

っTこo

結果改修前の舎内環境(1月 10日，午前 4時，

ファンの運転なし)は，舎内温 12
0C，天井(乾草

貯蔵所)1 OoC，天井(乾草なし)8
0C，壁 9

0C，

ガラス窓 2
0C，湿度 82 %， CO2 O. 4 5婦で，外気

温は-1 5
0

Cであった。

改修後(3月6日，午前 4時，ファン 1台運鞍!:1) 

のそれは，舎内温 11. 5
0C，天井 11. 5 "c，戸 7oC， 

窓ガラス 4
0C，壁 8

0C，湿度 70 %， CO2 0.1 8弼

で外気温は-1 OoCで あ っ た 。 -

改修による具体的知見として， 一

1)天井や壁面の結露・結霜が消失して乾燥した。

2)舎内の臭気が少なくなった。

3)敷料の漏れが少なくなり，毎日の取り換え量が

大巾に減った。

4)咳をする牛が少なくなり，通路への糞や尿の飛

散が減った。
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害する傾向が多L、。また十分な換気は寒冷環境を与 り， 3週令時に 17婦であったのが 12週令時には

える要因となる。そこで，野外の十分な換気条件下 2 8婦に達した。

における寒冷(低温+風)が子牛の行動と発育に及 3)子牛の発育は体重，体高が対照〉ハッチ〉舎へ

ぼす影響について検討した。 胸囲は逆の傾向があったが個体差が目立った。下夙

. 方法 出生直後の乳用雄子牛 9頭を 3群に分け，各 カゼなどは各群とも全く認められなかったo

群は常に新鮮な空気を与えることを前提条件とし， '4) 人工乳の採食量は舎外区が多く，対照l又が少な

各々に異なる環境処理を加えた。即ち，断熱・加西王子ρかった。

・換気によって室温 1Ooc湿度 65弼前後に調節し . 

た牛房に繋留した群を対照区として，他は野外の寒

冷環境下に置いて，カーフ・ハッチを与えた群(ハ

ッチ区)と，サシカケだけを与えた群(舎外区)と

し12月 20日から 3月31日まで各々同一飼養条

件によって育成した。

行動調査は 3週令時(1月中旬)， 6週令時(2 

月中旬)， 1 2週令(3月下旬)の 3回，各々一昼

夜連続して 15分ごとに個体行動を観察し記録した。

結果 1 )調査日の環境条件は 1日平均温度が 3週

令時は対照区 6.1
0C，ハッチ区-5.9 oC，舎外区一

7. 8
0C， 6週令時は 7.1 oC， -3. 4 oC， -6. 6 oC， 

1 2週令時は 9.3 oC， -O. 5 oC，一 2.8
0Cで，いず

れも旬平均温度に相当した。舎外の 1日平均風速は

e3週令時 1.7 o/sec， 6週令時1.3 o/sec， 1 2週令

時1.8砂1ecであった。温度に風速を加えた酷寒指

数 1= ( 1 -O. 0 4 T) ( 1 + O. 2 7 2 V )で環境

条件を比較すると， 3週令時は対照区 0.8，ハッチ

区1.3 ，舎外区1.9， 6週令時 O.7， 1. 2 ， 1. 7 ， 

1 2週令時 O.6， 1. 1， 1. 7となり，処理問の寒冷

条件は明らかに差が認められた。

2) 子牛の行動を群平均で、みると，伏臥は 3週令時

が対照区 82弼，ハッチ区 76弼，舎外区 72領，

6週令時 76領， 6 9弼， 7 4領， 1 2週令時 67 

%， 6 1 弼， • 6 3婦と，対照区に比較して試験 2区

は伏臥が少なかったが，舎外区はハッチ区より週令

が進むにつれ，伏臥が多くなった。採食は 3週時で

は各群 3~4 婦で差はないが， 6， 1 2週令時では

1 7.寒冷地における畜舎環境の改善に関する研究

1. 寒冷環境が子牛の行動と発育に及ぼす影響

0曽恨章夫・岡本全弘・渡辺亨・峰崎康裕(新

得畜試)。干場信司(北大農)

目的 寒令地における冬期間の牛舎内環境は保温と

いう意識から密閉することが多く，そのため換気不

足による過湿と空気汚染を招き牛の健康と生産を阻

舎外区の増加が目立った。反詔は 3週令時で舎外区

が明らかに少ないが， 6週令時は各群 35弼前後で

差がなく， 1 2週令時では対照区と舎外区が減少す

る傾向が認められた。

ハッチの利用率は 3週令時では 93弼， 6， 1 2 

週令時でも 89掃を占め，そのほとんどが伏臥の状

態であった。しかし週令が進むにつれ起立が多くな

18.緬羊の消化器系アスペルギルス症の 1例

0松井幸夫・松川清・千早豊・高坂嘉孝。菊地

政則(酪農大)

目的 演者らは現在までに乳牛の真菌症における病

原菌の同定，および感染径路について報告を行なっ

てきた。今回は発死緬羊の消化器より真菌を分離同

定するとともに，消化器をはじめ全身諸臓器につい

て病理学的検索を行った。

方法 本年 3月家畜病理学教室に搬入された 2才の

舞死緬羊の第 2胃病巣部より，前報と同様の方法に

て買の分離を行なったo 分離ー菌の同定は Czapek's

寒天， Malt extract寒天培地を使用し，スライ

ドカルチャー，平板培養等を実施し，菌の形態を鏡

検すると同時に，菌の成育状況の肉眼的観察を行な

い， Raper and Fennell，佐々木等の分類を参

照して行なった。病理解剖は，搬入後直ちに実施し，

剖検時組織学的検索のため全身諸臓器より各々の組

織が採取された。採取組織は常法に従し、，ホルマリ

ン固定，パラフィン埋蔵，薄切され， H-E， PA 

S染色を施された。これら切片を鏡検し，組織内の

菌糸の有無。形態および病理組織学的観察を行なっ

TこO

結果 第 2胃組織培養の結果 1種類の多数の真菌コ

ロニーが分離された。本菌の形態。性状は次の如く

であるo Czapek's平板の表ー面はベルベット状で，

色調はCastor grey，周辺は波状，基底菌糸は薄

円

i
噌

E
A



く，裏面は 1i g h t r e d b r ownである。分生子頭

は円筒形，暗緑色， 250~360μx 5 0μ 。分

生子柄は足細胞より立上り，長さ 150-300μ

時として 450μ のものもある。表面は平滑で淡緑

色である。頂のうは 20~30μ ，倒フラスコ状で，

梗子を上部半分に形成する。梗子は長さ 6~9μ ×

2 ~ 2. 5μで分生子柄と平行に形成する。分生胞子

は直径 2.5 ~ 3.5μ，球形で短い刺を表面に認める。

胞子集団の色調は暗黄緑色である。最適発育温度は

3 7
0Cである。以上のことより本菌はAspergillus 

fumigatusと同定された。剖検時肉眼的に第 1胃

より 3胃には，暗赤色の出血性壊死病巣が散見され，

やふ隆起が認められた。第 4胃，結腸および直腸に

粘膜の潰揚が発見され，その他化膿性気管支炎，全

身の黄痘(特に肝臓)，醇臓を中心とする脂肪壊死

も認められた。組織学的に第 1胃より第 4胃，結腸

および直腸に粘膜の剥離，出血，好中球の浸潤と組

織球性細胞の増殖を伴う粘膜下織から筋層にかけて

の壊死巣を認めた。病巣部に一致して隔膜を有する

菌糸が表層部より深部に伸長し，組織片によって叫

Aspergi llus 特有のY字状分岐の菌糸が認めら

れた。この結果この緬羊は広範な消化器系アスペル

ギローシスと診断された。その他肺及び心臓に

Aspergillus による病巣も認められた。

1 9.有珠山噴火が野生鳥獣の生体に及ぼす影響の

比較医学的研究

0工藤規雄・吉井義一・藤本併・梁川良。波岡

茂郎・管野富夫。見上彪(北大獣医学部)

1 977年の有珠山噴火が野生鳥獣の生体におよ

ぼす影響を比較医学的に検討し，下記の結果を得た。

有珠山周辺地域の野生鳥獣について，その生息分

布状況の変化と健康状態に関するアンケート調査を，

関係地域の住民 10 7 3名についておこなったが，

310名からの回答を得た。その結果，晴乳綱 7科，

鳥綱 17科の分布において，全般的にみて平年より

多いのはイヌ科で，少ないのはリス科，ウサギ科，

キジ科，ライチョウ科，ガンオウ科等であった。

とくに増減が強く指摘されたキツネ， リス，ノウサ

ギ，キジ，エゾライチョウ，カモ類について，地域
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的増減傾向をみると，キツネで‘は僅か離れた地域間

でも増減に差があるが，総体的には噴火被災地帯か

らへることはなかった。その他の鳥獣はキツネとは

相反し，噴火被災地帯ではすべて平年よりは減少し

ていた。鳥獣の栄養状態では，移動の少ないノウサ

ギ，キジ，エゾライチョウ等に不良のものが目立っ

ていた。なおキツネの被毛の異状が顕著で，冬期に

おいても換毛の状態で，毛色は赤色調を欠いていた。

有珠山周辺で捕獲された鳥獣の病理学的検事:で、は，

キツネの 1例に軽度の感染症をともなう神経性病変

がみとめられたが，噴火との関係については不明で

あるO

鯛についてのインフルエンザウイルス，パラミ . 

クソウイルスの検索成績はすべて陰性であった。

有珠山周辺で繁殖，飼育中のラットに 1977年

1 0月，。卒臓外分泌異常がみとめられた。すなわち

アミラーゼ放出反応の低下がみられ，それは 1978

年 7月に至る迄続いた。組織学的には腺房細胞の縮

小がみとめられ，腺房細胞の CCK受容体反応性の

低下があると考えられるが，この原因については日

下検討中である。

20.北海道農家の井戸水中の硝酸，亜硝酸含量に

ついて

有賀秀子・ 0斎藤文彦・橋和彦・前田祐作・

祐川金次郎(帯畜大酪農化学研究室)

目的硝酸塩は自然界に広く分布し，また一部食品

への添加使用も許可されてしる。しかし硝酸が亜硝酸 a‘
に還元され生体内に吸収されるとメトヘモグロビン'

血症の誘因となり，また強力な発カボン作用をもっN

ーニトロソ化合物の前駆物質でもある O 当研究室で

は数年にわたり牛乳，人乳，飲用水中の硝酸，亜硝

酸含量を測定し報告してきたが，牛乳中硝酸態窒素

含量は，おおむねo.1 ~ O. 2 ppmの範囲にあるが，人

乳では牛乳の 10倍以上も検出され，また井戸水で、

は 10酬を超えるものもみられた。そこで，一般に

窒素成分が混入しやすい農家の井戸水について，そ

の硝酸，亜硝酸および，これらと関連性のあるアン

モニア，鉄含量について測定した。また硝酸の還元

性についても若干の検討を試みた。

方法試料:十勝，根謝11，天北地区の酪農畑作農家，



296世帯を対象とし， 1 9 7 8年 6月から 8月に

採取した。十勝では硝酸または亜硝酸が多量検出さ

れたものについて，毎月 1回継続採取した。試料は

水道管中滞留水と揚水直後のもの 2種類である。

測定:硝酸(N03 -N )はカドミウムにより還元

したのち，亜梢酸 (N02- N )と同様にスルファニ

アルアミド塩酸溶液と NEDA溶液により発色させ

測定した。アンモニアは微量拡散で濃縮したのちイ

ンドフェノール法により，鉄は Oーフェナンスロリ

ン法により測定した。

還元試験は硝酸カリウム溶液に鉄あるいは亜鉛を

添加し，その生成亜硝酸量を測定し，また，市販水

.道管による還元試験もあわせ実施したo

• 

結果十勝地区の地下水中NOd-Nは他の 4地区に

比較して高く，最高 22.4 ppmで、あった。

N02-Nについても十勝が他に比べ高かった。ポン

プ揚水井戸水は，湧水，自噴式井戸水に比べN03-

N， N02-Nともに高く，浅井戸の方が深井戸より，

環境から受ける影響が大きかったo N03-N， N02 

-N含量は季節的に変動し， 6月から 2月にかけて

減少し， 3月以降増加した。 N03-Nは滞留水中よ

り揚水中に多い傾向にあり， N02- N，アンモニア

および、鉄含量はその逆に，滞留水中に多かった。還

元試験の結果，添加鉄量，保持温度，保持時間に比

例して亜硝酸の生成量が増加した。また実際に使用

されている水道管を用いた還元試験で、は，この傾向

がし、叶そう強かった。
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第 1会場 午 後 の 部

21. 15Nによる IN VITRO硝酸塩還元の追跡

0高橋潤ー・鷹津秋生・藤田裕(帯畜大)

目的 反謁家畜の第一胃内に取込まれた硝酸塩の代

謝は種々の飼料的要因によって影響を受けることが

知られている。第一胃内微生物群による同化的硝酸塩

還元過程における第一胃内亜硝酸塩蓄積に対して主

に，飼料のエネルギー給源と蛋白質給源は質的・量

的に関連すると考えられる O 本実験は，これらの相

互作用を解析する手段として，第一胃内で生じる遊

離のNH3-Nから硝酸塩代謝由来のNH3-Nの分画

法を検討するため 15Nをトレーサーと Lて人工ノレー

メン法による硝酸塩還元の追跡を試みた。

方法 乾草のみで 10日間飼養したサフォーク種メ

羊(第一胃フィステル装着)3頭よりフィステルを

通して第一胃内容液を採取し，細菌画分の調製を行

った。培養液には，この画分を McDougall の人

工唾液に懸濁したWashedSuspensionを用し化。

トレーサーにはNa15N03 ( 9.9 315Natom % 

excess)を供用し，終濃度で 90 ppmN03 -N にな

るように， 2mMGlucoseと共に添加した。培養

は恒温水槽内に設置した人工ルーメン内で， CO2 

通気の下に 72時間行った。途中， 6時間毎に培養

液を採取し，硝酸塩還元，亜硝酸塩の生成，還元及

びアンモニア産生の推移と15N由和7)NH3- N:濃度を

測定した。 15Nは， Conwayの微量拡散法により

培養液中のNH3-Nを 2婦棚酸溶液に捕集し，リッ

テンベルグ法に従って， N2 ガスを封入した放電管

試料を調製し，鐙光スベクトル同位体分析法により

測定した。

結果 1 )培養 24時間目より，添加したN03-N

は活発な還元を示し， • 3 0時間目では 90弼， 3 6 

時間目では 100婦の還元消失を認めた。

2)培養 24時間目より，顕著なN02-Nの生成が

みられ， 3 6時間目で蓄積は最高値に達し，その生

成量は添加N03-Nの 93婦に相当した。

3) NH3Nは，相対的に低いが，徐々の産生経過を

示し，培養 42時間目には最高値の 12 ppmに達しずこ0

4) NH3 -15Nの濃度は培養 6時間目では o.1 7 

atom % excessと低かったが，培養 72時間目で

は1.2 6 at om弼exces sまで‘増加する傾向を示し



た。また， 15N希釈法により全NHa-Nに対する

Na15NOa由来のNHa-Nの比は培養 6時間目では

1.7婦と算出され，培養 72時間目の 12. 7弼まで

徐々の増加を示し，その経過は全:NH3-Nの推移と

は異なるようであった。

22.乾草摂取量の差がめん羊のマグネシウムの出

納および血清濃度におよぼす影響

0前田善夫・扇勉・伊東季春(滝川畜試)

家畜のマグネシウム (Mg)の吸収，利用は飼料中

のMgあるいは他の無機成分の含量のみならず，飼

料の急変や，給与量の多少によっても変化する。本

実験で、は乾草の給与量を変えた場合のMgの出納お

よび血清濃度の変化について検討した。

1 5カ月令去勢羊(サフオーク種)4頭(平均体

重 46.7 kg )を供試した。 1番草の出穂期に調製し

たオーチヤードグラス乾草を体重の o.5， 1. 0， 1.5 

弼および飽食量を給与し， 4 x 4ラテン方格法によ

り出納試験を実施した。試験は 1期 14日間で後半

の7日目に全糞尿を分離採取した。各試験期とも，

1， 2， 4， 8， 12日目に採血した。試験期間中，

水は自由飲水とし，固形塩は給与しなかった。

乾物摂取量は 1日1頭当り， 0.5婦区 22 0 g， 

1.0%区 41 2 g， 1.5領区 59 2 g，飽食区

1 0-5 1 gとなった。乾物消化率は o.5弼区 69， 

1.0婦区 68， 1.5弼区 66.，飽食区 64婦で，

o. 5領区と飽食区の聞に有意差がみられた。飲水量

はo.5領区 84 2 mlから飽食区 3456mlと，乾

物摂取量の増加にともない多くなった。

Mgの摂取量は 1日1頭当り， 0.5%区 0.38 g， 

1.0 暢区 0.70 g， 1. 5 %区1.02g，飽食区1.91

gとなった。糞へのMg排世量は各々 0.33， 0.59 

0.8 4， 1. 5 8 gであった。摂取量に対する糞への

排世割合は O.5領区 88，1.0%区 84，1.5%区

83，飽食区 83婦で，摂取量の少ない場合には糞へ

の排世割合が多くなる傾向がみられたが，有意差は

なかった。尿へのMg排世量は O.5弼区 0.02 g， 

1.0弼区 0.06 g， 1. 5婦区 0.07 g，飽食区

O. 1 1 gと，摂取量が多くなると尿への排、准量も多

くなる傾向がみられた。しかし有意差はみられなか

ったo Mg蓄積量は O.5婦区 0.03 g， 1. 0骨区

0.0 5 g， 1. 5弼区 0.11 g，飽食区 0.22 gで，

'Mg摂取量が多くなるにつれ増加し，飽食区と他の

3区の聞に有意差がみられた。 Mgの摂取量に対す

る蓄積量の割合は O.5弼区 6， 1. 0冊区 7， 1. 5婦

区 10，飽食区 12婦と，摂取量が多くなると蓄積

割合も多くなる傾向がみられた。しかし有意差はみ

られなカミっTこO

血清Mg濃度は， 0.5弼区で試験開始 1日目に2.24

%であったがしだいに低くなり， 8日目には1.84

%となっTこo 1 2日目には1.9 1 ~l で‘あった0

1.0婦区では開始時 2.14 ~lで 8 ， 1 2日目には

2.0 4 ~l となった。1. 5 侃では開始時1. 9 8 

~l で， 1 2日目に 2.09 ~dl となったo 飽食区で.

は開始時 2.03 ~l で， 8， 1 2日目に各々 2.24，

2.21~ と高くなっ Tこo

これらのことから，乾物摂取量の減少はMg摂取

量を少なくするだけでなく，その利用性，血清濃度

を低くする要因の 1っと考えられずこ。

23.飼料中の炭水化物含量がめん羊のミネラル代

謝に及ぼす影響

0西埜進・近藤誠司・今泉万里子(酪農大)

目的反すう家畜のマグネシウム代謝に対する高カ

リウム飼料給与の影響については多くの報告がある。

他方，反すう家畜の飼料中の炭水化物含量とミネラ

ルの関連についての確認は充分になされてない。

この試験は，高カリウム飼料を摂取しているめん

羊のマグネシウム代謝と飼料へのブドウ糖添加量と a‘
の関連を見ょうとするものである。 司 F

方法供試動物には 4才令のコリデール種去勢羊

(平均体重 65kg) 4頭を用し、，試験処理を下記の

4処理とし， 1期 4週間の 4x 4ラテン方格法にし

たがし、， ミネラル代謝について検討を加えた。

試験処理は(1)基礎飼料， (2)基礎飼料にブドウ糖

5 0 fj添加， (3)基礎飼料にブドウ糖 10 0 fj添加及

び(4)基礎飼料にブドウ糖 20 0 fj添加の 4飼料区と

した 0'基礎飼料の給与量は 1日1頭当り約 1，40 0 

fj (体重比約 2.2弼)であり，これに塩化カリウム

3 9 fjを添加して，基礎飼料のカリウム含量(乾物

中)を 3.1 7婦とした。各飼料の総エネルギーは，

(1) 4. 8 3 7， (2) 4. 9 9 0， (3) 5. 1 4 3， (4) 5.4 4 8 

nu 
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Kcalであった。

各期の第 4週にミネラル出納試験を 5日間行l"

その後 2日間の朝給飼後 3-4時間目に第一胃液及

び静脈血をそれぞれ採取した。

結果 マグネシウムの吸収量，吸収率及び体内保有

量はブドウ糖添加により曲線的に増加し，基礎飼料

区に比べブドウ糖 10 0 9添加区は吸収量で 51骨，

体内保有量で 83%増加した。この両区の差は 5%

水準で有意であった。マグネシウムの吸収量と尿中

排出量との聞には有意な正の相関が認められた(r 

=十 o.5 3 1 )。

血中マグネシウム濃度はブドウ糖添加により直線

. 的に増加し，ブドウ糖 20 0 9添加区では基礎飼料

区に比較し 5幅増加した。血中濃度と尿中濃度との

聞には相関が認められなかった。

ブドウ糖添加はカルシウム，カリウムの吸収量及

び体内保有量には影響しなかった。

窒素の消化率及び可消化量はブドウ糖添加により

大体において減少した。可消化窒素量と血中尿素態

窒素濃度との聞にも相関は認められなかった。

今回得られた試験成績は，可溶性の炭水化物の添

加によって飼料中のマグネシウム吸収を改善し，反

すう家畜の低マグネシウム血症を防く、、効果のあるこ

とを示唆している。

• 
24.乳牛に対する濃厚飼料の定量給与が，粗飼料

の摂取ならびに乳生産におよぼす影響について

0加藤信人・上山英一(北大酪農研)

目的 乳牛の泌乳初期における飼料の食込み能(食

欲)は一般に低く，高能力牛においては，泌乳に要

する養分を体蓄積養分より補充するため，体重の著

しい減少を招く場合のあることが知られている。一

方，栄養価の高い飼料を給与した場合，乳牛は養分

要求量に応じて飼料の摂取量を調節することが報告

されている O 本研究は，粗飼料を主体とした冬期舎

飼時における乳牛の飼養に際して，濃厚飼料を定量

給与した場合，組飼料の摂取量，体重ならびに産乳

にいかなる影響をおよぼすかを検討する目的で実施

LtこO

方法 ホルスタイン種乳牛 10頭(平均産次 4産，

試験開始時における平均乳期 91日)を供試し， 12

週間(1 9 7 9年 2月3日-4月 27日)にわたっ

て試験を行った。給与濃厚飼料として，試験闘始後

2週間の平均産乳日量の%相当量の市販配合飼料

を，その後の 10週間の試験期間中毎日定量給与し

た。給与粗飼料としては，コーンサイレージを 1日

1頭当 20 kg給与し，加えてオーチヤード 2番乾草

を自由給与とした。試験期間中，乳量，乳成分組成，

飼料摂取量，飼料成分組成および体重を測定した。

結果 定量給与した配合飼料の量は 1頭当平均 7.6 

kgで、あった。試験開始後 4週目(1期)， 8週目

(II期)， 1 2週目(皿期)における 1日1頭当の

平均乳量 (FCM)，組飼料摂取量(DM)，体重

の結果は， 1期， 2 1. 5 4 kg~ 1 3.6 7 kg， 663.2 

kg， II期， 2 1. 2 2 kg， 1 3.7 1 kg， 6 8 1. 0 kg， 

E期， 1 9. 7 9 kg， 1 3. 4 7 kg， 6 8 8. 2 kgで、あっ

た。これらを統計処理した結果，乳量では 1，II期

に対して皿期が有意に低く，体重は I期に対しII，

皿期が有意に高かった。しかし，粗飼料摂取量につ

いては期間に有意差は認められなかった。これらの

結果を乳期の若い 5頭(L群)と進んだ 5頭 (E群)

の2群に分けて検討したところ，乳量と体重につい

ては全体の結果と同様の傾向が認められた。しかし，

組飼料の摂取量については， L群が期間に有意差が

なかったのに対し， E群ではE期が 1，II期よりも

有意に近い(1 0領水準)減少が認められた。

25.鶏ふんの化学的特性と利用法に関する研究

第W報鶏ふんの再利用について

滝沢寛禎(滝川畜試)

鶏ふんは有効態の肥料成分を多量に含有し，作物

に対する増収効果のきわめて高いことは前報までに

明らかにしたところであり，本質的には農地に還元

すべきものであるが，未利用資源の有効利用という

観点から，採卵鶏の乾燥鶏ふんおよびブロイラーの

敷料混入鶏ふんを家畜に再利用する研究が 19 7 0 

年噴から欧米で行われてきTこ。

一方，わが国においても鶏ふんの家畜栄養学的特

性が明らかにされ，さらに国立試験場所を中心に，

鶏ふんの反すう家畜に対する利用試験が行われてい

る。

本道においても発酵処理鶏ふんを再利用している

守
1
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事例がある。今回これらの一部について飼養試験を

行ったので、報告する。

1. 試験方歩

(1) 試験期間

昭和 51年 9月 5日より， 5 2年 8月 21日

までの 350日間

(2) 供試家畜

4月 7日解化の Sh a v e r S t a r C r 0 S S 2 88 

を対象区 e試験区とも各 50羽とし，単飼ケージ飼

育とした。幼。中。大すう期の一般飼養管理は当場

慣行法により飼育した。

(3) 飼料給与

発酵処理鶏ふん飼料は水分が変化するため，

搬入毎に水分を測定し，完配と発酵飼料の混合割合

は乾物化で 7: 3として自由採食で給与した。

試験飼料は発酵鶏ふん 50婦， 2種混 20梧，米ぬ

か 20婦，大豆粕 10婦に酵母菌を加え発酵させた

ものである。

(4) 測定項目

完配・発酵飼料の飼料価値，産卵率，飼料要

求率，日卵重，卵質および剖検所見，発酵中の温度

等である O

2 試験結果

(1)供試した完配の TDNは 65.1 %， ME  

2 7 5 8 K c a ~ C P 1 6. 3婦であり， 発酵鶏ふん

飼料はTDN48.1 %， ME  193 6Kcal， CP 

1 9.3弼(いづれもDM9 0梧換算)であり，混合

飼料のTDN6 0弼， M E 2 5 1 2 K c a 1， CP 1 7. 2 

%で，やや高たん白低カロリーの飼料となった。

(2) 試験期間の平均産卵率は，対象区 76.0婦に

対して試験区 76. 7弼，飼料要求率は 2.5 5に対し

て2.44，日卵重は 46. 3 fJに対して 49. 1 9と試

験群がやや良い値を示した。

(3) 卵重，卵形，卵殻強度， HU，などは試験群

がやや良かったが，卵黄色は各調査回次とも対象区

より薄かった。

(4) 試験終了後の剖検所見は，両区の聞に全く差

がなかった。

(5) 発酵飼料調製は 72時間を要し，最高温度は

46~52 度であった。

26. ビッグベール乾草の簡易給与施設とその利用

効果

0清水良彦・吉田悟・曽恨章夫。塚本達

(新得畜試)

目的 ビッグベール乾草を給与する場合，給与労力

の節減と給与損失を少なくすることが大切であるO

ビッグベール乾草を舎外で直接地面に置き給与する

と，損失率は 30~40 婦と高いので，草架及び移

動柵を試作し，その実用性を検討した。

方法種々の草架及び給餌柵を試作し，ビッグベー

ル乾草を肉牛及び乳牛に自由採食させ，その採食状

況を調査した。

結果 1 )箱型草架(木製，ビッグベール 2個入)e
で肉牛に昼夜連続して給与した結果，損失率は 1回

目(給餌枠あり)2.8冊， 2回目(給餌枠なし)

3. 5婦と極めて低かった。給餌枠の有無は損失率に

関係がなく，子牛に乾草を別飼L、する場合は給餌枠

の効果が観察された。

2)移動式草架(改良トレーラ，ピック。ベール 6個

入)で肉牛に昼夜連続して給与した結果，給餌枠が

斜めのため'食いこぼしが多く，損失率は 8.1婦とや

や高かった。しかし，移動式草架は，ベールの運搬

及び放牧延長時の乾草補給等多目的に使用できた。

3)箱型草架(1部鉄材木製，ビッグ、ベール2個入)

と従来のへーベール用草架(x型，コンパクトベー

ル 10個入)で乳牛に夜間パドックで給与し比較し

た結果，損失率は従来の草架が 54.1婦と高く，箱

型草架は 16.6婦であった。

4)箱型草架( 1 部鉄材木製，ビッグベール 2 個入 ~e

とパネル型草架(1部鉄材木製， ピック、、ベール 1個

人)で乳牛に夜間ノミドックで給与し比較した結果，

損失率は箱型草架 6.5部，パネル型草架 6.9婦とと

もに低かったO しかし，パネル型草架で、はノミネルの

効果は生かされなかった。

5) ビッグベールを草架に置く場合，ベールの巻き

とり部から採食させると，採食が進むにつれてくず

れ易く食いこぼしが多くなるので，ベールの断面か

ら採食させるか，巻きとり方向の反対側にやや片寄

らせて設置した方が良いと観察された。

6) ピック。ベールの給与作業はトラクタのフロント

ローダでおこなったので，従来のへーベールに比較

して極めて省力化できた。
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27.畑作地帯における酪農の実態 (十勝管内音更

町における酪農の考察より)

第 1報飼養管理の実態

0井芹靖彦・松永光弘(十勝北部地区農業改良

普及所)・安藤道雄(宗谷北部地区農業改良普

及所)

目的 畑作に代表される地帯での乳牛飼養管理実態

を明らかにし，地域酪農の発展方向を探りたし、。

方法 5 3年度音更町の酪農戸数は 227戸，戸当

り飼養頭数 37頭，同生産乳量 10 4 t，経産牛 1

頭当り乳量 5.26 6 kg， 1頭当り乳量の伸びは 5年

前の 49年に比べ町平均で 1，23 6 kg，増加してい

. るo 乳検成績では 1，1 2 7 kg増の 5.66 3 kgで制。

このような実態がどうし、う飼養管理のもとに行なわ

れているか音更町乳糖酪農技術診談成績及び関連

資料にもとずき報告する。

結果経産牛の年令・平均年令では 49年， 6才，

5 3年 6.3才と 5カ年間の変動は小さし、。

初産分娩月令:4 9年 28カ月令， 5 3年 29. 8カ

月令という傾向が見られるO 道乳検協会の 52年成

績では石狩 28，十勝 29，根室 30，宗谷 31カ

月令となっており地域に差がみられる。

分娩月令のうち 26カ月令分娩比率を見ると石狩

3 6，十勝 30，恨室 18，宗谷 11婦であり音更

乳検成績は 11婦で宗谷と同じ値を示している O

分娩回数: 4 9年 3.4回， 5 3年 3.5回であり経産

牛平均年令 6.5才と合うものと考えられる。

分娩間隔:4 9年 401日， 5 3年 39 7日である

が不明牛は除かれてしまうので実際はもっと長いも

のと考えるO

分娩後受胎日数:平均 115日であるがバラツキは
• 

大きい。

成牛 1頭当り濃厚飼料取扱量 1，74 6 kgとなってお

り濃厚飼料多給の傾向を裏付けているO

濃厚飼料給与量と乳量との関係を回帰式と相関系

数で見ると 50年， y (乳量)ニ 2，981 +1.37 X 

r = O. 9 1 5 0であったが 53年はy=4.1 9 2 + 
0.8 1 4 X rニ O.5 9 9 7であり，年次別濃厚飼

料給与量と乳量増加率からみて濃厚飼料の効率は低

下していると見てよい。

濃厚飼料多給による増乳も限度があり他の技術と

均衡の取れた飼養管理が必要で、あり，サイレージや

乾草を制限給餌してまで乳配を給与する必要のない

ことを道乳検協会成績は示している O

28.畑作地帯における酪農の実態(十勝管内音更

町における酪農の考察より)

第 2報冬期飼料給与の実態 1過去 3ヶ年にお

ける給与突態
勢 栄養 失

0井芹靖彦・安藤道雄・松永光弘

持十勝北部地区農業改良普及所， う十う十宗谷北部

地区農業改良普及所

目的 十勝北部地区農業改良普及所に昭和 50年飼

料分析装置が導入され今日に至っている O

その間，飼料分析結果を活用するため，分析用試

料採取時に泌乳量別飼料給与量も同時に調査してい

る。

方法 調査の実施時期は毎年 11月から 12月であ

り，主に地域集団を対象に行ない飼料分析後栄養計

算し給与実態とした。

結果 5 3年の実態

泌乳量別乾物給与率の実態，体重に対する乾物給

与率，基礎飼料では泌乳量水準に対して1.7婦とほ

月別分娩状況:季節によるパラツキは年々少なくな ぼ一定に推移している。

ってきているO

搾乳日数:4 9年 303日， 5 0年 302日であり

道乳検協会成績と比較して短い傾向にある。

飼料給与特に濃厚飼料給与:年次別飼料給与の傾向

は根菜類，サイレージ類の増加，乾草，放牧の低下，

濃厚飼料は急増の傾向にある。

濃厚飼料給与量は 49年に比べ 53年は 178弼，

1，8 1 1 kgとなっているO 一方農協の乳牛用配合販

売実績でも 49年に比べ 53年は 17 7と増加し，

総給与量では泌乳量が高くなるにつれ1.8から

3.3婦と増加している。これは泌乳量が増すにつれ

濃厚飼料を増給するとし、う関係を示すものである。

泌乳量別栄養給与率:日本飼養標準に対して泌乳水

準の低い段階で給与水準は高く，高い段階で低い傾

向を示している。

DCP給与率:平均値ではどの泌乳水準でも給与率

1 0 0掃を割らないが構成状況を見ると高泌乳ほど

1 00%を割る比率が高くなる。
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TDN給与率:泌乳水準の高い段階で 100婦を割

る場面がみられる。

特に構成状況でみると高泌乳ほど低い割合が多く

7 0婦に達しないものがみられる一方，低泌乳水準

で給与率 130%をこえる割合が多くみられるとい

うように乳量水準によって給与率の変動は大きし、。

年次別推移

乾物給与率の推移:5 1年は基礎飼料からの給与水

準は全体に高く泌乳水準に応じて 2.1から 2.5婦に

上昇しているに対して 52， 5 3年では1.7から

1.9%とほぼ一定である。

総給与率では年次差はみられないことから濃厚飼

料の給与量が増加しているものと考えられる。

DCP給与率:乾乳及び低泌乳量段階で 51年に比

べ 53年は低くなる傾向がみられた。しかし，泌乳

水準が上昇するにしたがし、全体的に低下する傾向は

変らない。

TDN給与率:低泌乳水準で高く高泌乳水準で低い

傾向は変らない。

当地域の粗飼料構成は近年大きく変化しているこ

と，組飼料品質は年次によって異る等の影響がこの

調査に現れているものと考えられる。

飼料給与は乳牛の泌乳ステージや個体に応じた管

理が基本になるものと考え今後とも検討を続けたし、。

29.畑作地帯における酪農の実態(十勝管内音更

町における酪農の考察より)

第 2報冬季飼料給与の実態 2.サイレージ給与

の実態

。松永光弘・井芹靖彦(十勝北部地区農業改良

普及所)・安藤道雄(宗谷北部地区農業改良普

及所)

目的 冬期飼料中に大きな位置を占めるサイレージ

の給与実態を調査し，飼料における粗飼料の重要性

を確認する。

方法 5 3年度調査中，デントコーンサイレージを

給与している農家(3 4戸)とグラスサイレージを

給与している農家(9戸)に対して，粗飼料構成割

合及び濃厚飼料給与割合を比較検討した。

結果粗飼料構成割合についてみた場合，給与DM

ではコーンサイレージならびにグラスサイレージを

給与している場合ともに，同じような割合で給与さ

れている。まずこ粗飼料中に占めるサイレージの割合

は，コーンサイレージを給与している場合が若干高

い。給与DCPで‘は， グラスサイレージを給与して

いる場合が， コーンサイレージを給与している場合

に比べてサイレージの占める割合が高くなっており，

コーンサイレージを給与している場合は乾草の割合

が高くなっている。一方給与TDNは，コーンサイ

レージを給与している場合に，サイレージの占める

割合が高くなっている。またグラスサイレージを給

与している場合については根菜類の割合が高くなっ

ている。

次に飼料構成割合，とくに濃厚飼い給与割合につ.

いて着目すると，給与DCP，TDN共にグラスサ

イレージを給与している場合がコーンサイレージを

給与している場合に比べて濃厚飼料の占める割合が

高くなっている O とくにグラスサイレージ給与によ

るDCPの補給及びそれにともなう濃厚飼料の軽減

はみとめられなし、。これに対して給与TDNでは，

コーンサイレージを給与している場合の濃厚飼料が

軽減される傾向がみられた。

これらの調査を今後とも引き続いて行なうととも

に，調査件数ならびに調査項目を増やして，より有

効な資料として役立てたL、。

30.超音波ド‘ップラ一法によるめん羊の妊娠診断

について

0斉藤利朗・扇 勉・寒河江洋一郎・伊東季春 a‘
・平山秀介(滝川畜試) ー

目的 めん羊についてなるべく早期に妊娠の判定を

行なうことは，不妊羊の処置や多胎妊娠羊の管理等

に対して勿論のこと発情の同期化および季節外繁殖

技術の確立を図るうえでも重要なことである。

今回，超音波ドップラ一法を用いて，めん羊の妊

否および多胎妊娠の診断を試みたのでその結果につ

いて報告する。

方法超音波胎児心拍動検出器(周波数 2.25MHz)

を用い，母羊を起立および横臥の状態に保定して探

触子で胎児の心拍動ドップラ一信号音を検出した。

すなわち，探触子を母羊の下腹部に軽く押しあて，

母体心拍リズムとかなり異なる信号音を聴取するこ
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とにより判定した。診断した母羊は交配後 35 ---

8 5日のサフオーク種 60頭である。

結果 1 )診断した 60頭中不妊羊は 6頭で，残り

5 4頭が正常に分娩した。不妊羊 6頭は，起立およ

び横臥のいずれにおいても胎児(ー)と判定するこ
胎児(+) 

とができた。その結果，妊娠診断適中率(

+胎児(一)の不妊 x 100 ) は起立で 63.3 %， 
60 

横臥では 83.3%であった。
適中頭数

2) 妊娠期間別の妊娠診断適中率(診断頭数X100) 

は，起立の場合妊娠 71---85日で 85.7 %であっ

たのに対し，横臥の場合妊娠 56---70日で 96. 3 

%.71---85日では 10 0 %の成績を得た。なお，

.最も早期に診断し得たの雌娠 43日(横臥 1頭)

であった。

3) 分娩羊 54頭中単子を分娩したもの 12頭，双

子:3 7頭および三子: 5頭であった。

多胎妊娠診断については 起立で 18頭および横
適中頭数

臥で 29頭が分娩結果と一致し，適中率( 54 

X 100 )はそれぞれ 33. 3弼および 53.7 %であ

っ7こO

4)妊娠期間別の多胎妊娠診断適中率はF 妊娠期の

進行とともに高まる傾向がみられた。すなわち，横

臥において妊娠 41 .-.. 5 5日の 33.3%に対し 56 

---7 0日59.3%および 71---85日71. 4婦であ

っTこO

5 )以上のことから，本法は妊娠 2カ月以降の妊娠

診断法として応用できるが，多胎妊娠診断について

はまだ十分とはいえず，今後例数を増すとともに妊

.娠期間および探触子の位置等を変えて検討する必要

がある。

第 2会場 午 後 の 部

31.肉豚に対する穀実類の給与方法

0杉本亘之・宮崎元・米田裕紀・所和暢・

阿部英則(滝川畜試)

目的 えん麦および、大麦の給与方法について特に不

断給与での給与方法の違いが，発育にどのような影

響を及ぼすかについて検討する。

方法大麦(水分 30弼)は，昭和 52年 8月 3日

に収穫後(1.6t)，プロピオン酸を 1.45弼添加

して， 4 8日間堆積貯蔵したものを，ハンマーミル

で破砕して供試した。えん麦(水分 20弼)は，同

年 8月 12日に収穫後(2.0 t ) ，プロピオン酸を

1.80弼添加して， 6 8日間堆積貯蔵したものを，

大麦と同様に処理して供試した。肥育試験期間は昭

和 52年 11月---53年 3月であるO 試験区分は(1)

配合区:配合飼料を不断給与， (2)大麦 30弼区:配

合飼料 70婦と大麦 30婦の混合飼料を不断給与，

(3)えん麦 30幅広:配合飼料 70婦とえん麦 30婦

の混合飼料を不断給与， (4)大麦不断区:配合飼料は

旧検定基準の 50弼(定量)給与し大麦は不断給与，

(5)えん麦不断区:配合飼料は(4)と同様としえん麦を

不断給与，の合計 5区分である。供試豚はランドレ

ース種 4腹 30頭で， 1区 6頭(き 3， ~ 3 )づつ

を血統および体重を考慮、しながら各区に割り当てた。

各個体とも体重 3Okg---9 Okgまでを肥育試験期間

とし，試験終了後 1週間以内に 24時間絶食後と殺

解体し，翌日枝肉検査および分析に供した。

結果 1. 試験所要日数および 1日平均増体量では，

大麦 30弼区(7 4.8日， 8109)が最も優れ，

次いで配合区(8 4.3日， 7339)，大麦不断区

( 8 6.0日， 7 1 2 9 )およびえん麦 30 弼区

( 8 7.2日， 7029)がほぼ同じ値を示し，えん

麦不断区(9 8.8日， 6139)が最も劣った。

2. 飼料要求率は，配合区(4.0 2)，大麦 30弼

区(4. 09 )および大麦不断区(4.0 1 )がほぼ同

じ値を示し，えん麦 30弼区(4.4 1 )，およびえ

ん麦不断区(4.6 2 )が劣った。

3. 1日当たりの平均採食量では，大麦不断区

( 2. 8 4 kg )およびえん麦不断区(2.8 3 kg )が配

合区(2.9 1 kg )より低かったが，大麦 30%区

( 3.2 9 kg )およびえん麦 30弼区(3.04 kg.)で

F
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は配合区より高い値を示した。

4. と殺解体成編についてみると，枝肉歩留は大麦

給与区で若干高く，えん麦不断区で低かった。背脂

肪層の厚さで、は，大麦給与区で厚くなる傾向がみら

れた。ロース部位の赤肉割合は，大麦 30領区，え

ん麦 30 %区および大麦不断区で低くなる傾向がみ

られた。その他の項目については特に明らかな差は

認められなかった。

以上の結果から，えん麦あるいは大麦を配合飼料

の30稀代替えし，配合飼料と混合後給与すること

により， 1日当たりの平均採食量を増加させ，その

結果発育を改善させることが期待できた。一方，配

合飼料を制限給与し，穀実類を不断給与するような

給与条件では，えん麦および大麦の利用率を高める

ものの，大麦の利用率が高まれば，と体の脂肪層は

厚くなり，えん麦の利用率が高まれば発育の遅延が

それぞれ予想されるため，用いる穀実類によって，

配合飼料の制限量を決定する必要が考えられた。

32.豚肉質の季節変動について

0宮崎元・山崎潤・梶野清二・米田裕紀・阿部

登(滝川畜試)

目的滝川畜試における産肉能力検定豚の肉質は，

夏季に低下し，冬季に向上する変化が認められる。

今回，枝肉温度， pH値， 肉色，肉の状態および理

化学性状については季節変動を調査した。

方法肉質の調査は，昭和 53年 5月から 54年 4

月まで7こ，と殺解体された産肉能力検定豚 235頭

について行った。

pH値および枝肉温度の測定は，第 5胸椎東京起部

に刃を入れ，胸最長筋に pHメーターの電極および

温度計の温感部を押入して行った。と殺 24時間後，

第 5-6胸椎間切断面の胸最長筋について，肉の状

態(しまり，きめ，肉汁)豚標準肉色模型 (PCS)

およびPSE豚肉標準色 (PSE判定)を参考にし

て，総合的に PSE肉の重度，中度，軽度および正

常のいずれかに判定した。理化学性状は，第 6-8 

胸椎部分の胸最長筋を用いて肉色(色差計により L，

a， b値)，水分，加圧保水力および伸展率の測定

を行った。

結果 1. 産肉能力検定豚の肉質は，正常 151頭

(64%)，軽度 67頭(29% )および中度(7 

骨)であり，正常率は 5月から 8月まで 30冊以下

で低く， 1 0月から 2月までは 70 領以上と高く，

秋から冬にかけて肉質が良くなる傾向が認められた。

2. pH値の平均ば，と殺後 45分 6.12士0.40， 

2時間後 5.7 1士0.37および 24時間後 5.51士

o. 1 0であり，月別の平均値でみると 45分後およ

び 2時間後において 5月から 9月まで低く， 1 0月

から 2月まで高かった。

3. 枝肉の温度は，と殺時 39. 7士0.48
0C， 4 5 

分後 40士0.96
0Cおよび 2時間後 33.2士1.8 4 

。Cであり，と殺および 45分後において一定の傾向 ー

は見られなかったが，月別に見ると 2時間後は 6月司，

から 10月まで高く， 1 1月から 4月まで低かった。

4. 肉色はPC S 3.1 6.土0.63， P S E判定

3.5 9士O.5 4および L{i直47.4 1士3.46であり，

5月から 8月まで淡く 11月から 2月まで鮮明であ

可 R

つ ''-0

5. 理化学性状は，加圧保水力 77.4 7士6.1 5領

および伸展率 32.6 2土 5.22吻であり， 5月か

ら8月まで{丘く， 9月から 4月まで高しイ直であっT占

33.牛枝肉の長さが枝肉諸形質におよぼす影響

0新名正勝・清水良彦・裏悦次(新得畜試)

目的 諸外国においては冷と体形状に関する研究が

多く見られ，その結果が流通，加工上に多くの示唆

を与えているO しかしながら，わが国においてはこ

の分野の調査研究は少なそo 今回，冷と体形状の1e
つで、ある枝肉の長さが枝肉諸形質におよぼす影響を

調査したので報告する。

方法 新得畜試において試験と殺を行なったものの

中から，冷と体重が 32 0 kg前後で、枝肉の長さが異

なるものを抽出し，枝肉格付，枝肉構成，部位別正

肉呈等級別正肉量について調査した。枝肉の長さ

(フック下端から第 1頚椎前端までの直線距離)を

2 1 9cm以下， 2 2 O.~ 2 2 9cm， 2 3 0 ~.2 3 9 

cm， 2 4 0 ~ 2 4 9 cm， 2 5 0 cm以上に 5区分し，

各区6と体，合計 30と体を供試した。

結果 枝肉格付は枝肉が長くなるに従い等級が低下

する傾向を示し，とくに「仕上げ」を除く外観項目

においてこの傾向が明らかであった。肉質項目では

po 
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区間に有意差は認められなかったが，外観項目と類

似の傾向を示した。枝肉構成では，枝肉が長くなる

ほど余剰脂肪割合が減少し，骨割合が増加する傾向

を示したO しかし，正肉割合には明らかな傾向が見

られなかった。これを右半丸枝肉中の部位別正肉量

で、みると，カタバラ， トモパラにおいては枝肉が短

いほど多い傾向を示した。また， ロース部でも類似

の傾向が見られた。しかしながら，他の部位は区間

の差異が僅かで，枝肉の長さがおよぼす影響は明ら

かでなかった。この傾向は冷と体重に対する各部位

別正肉割合でも同様であった。

部位別正肉割合を芝田らの分類に順じて等級別正

.肉割合で区分すると，特等肉， 1 ~ 2等肉， 3等肉

には明らかな傾向は認められなかったが， 4等肉で

は枝肉が短いほど， 5 ~ 6等肉は枝肉が長いほどそ

の割合が高い傾向を示した。

34. 肉質の理化学的評価に関する研究

4. 4品種の肉用牛の官能試験値と理化学的分析

値との関係

0三浦弘之・三上正幸・泉本勝利・高鍋聡(帯

広畜大)。清水良彦・新名正勝。裏悦次(新得

畜大)

目的 第 1報では乳用雄仔牛の官能試験値と理化学

的分析値との関係について報告し， Iやわらかさ」と

「ハイドロオキシプロリン」および IpHJとの相

関が高いことをのべた。第 2報ではへレフォード，

.アンガスを加えて 3品種とし，同様に官能試験値と

理化学的分析値との関係について報告し，物理的測

定値である「明度」と官能試験値の因子である「に

おい・風味」および「やわらかさ」との相関が高い

ことをのべた。第 3報では，更に黒毛和種を加えて

4品種とし，枝肉格付成績と官能試験値との関係に

ついて報告し， I脂肪交雑JI脂肪の質JI脂肪付

着」といった格付項目は，官能試験における「にお

い・風味」の評価と相関が高いことを報告した。今

回は，同様の 4品種の官能試験値と理化学的分析値

との関係を明らかにしようとした。

方法道立新得畜試で、肥育試験に使われた 4品種

9 8頭を用いた。試料は第 5から第 8肋骨聞の背最

長筋部分をと殺後 48時間以内に採取した。

官能試験は，通常の rareの状態に加熱したもの

を用い， Iにおい・風味J， IやわらかさJ， I多
汁性J， I総合評価」の 4項目について，いずれも

5段階評価法によって試験した。肉色調の測定は色

差計による CIE表色系のX，Y， Z値を求め，こ

れをハンターの表色系のL， a， b値に変換し， L 

値は明度，点百円直は彩度， t a n -1 (a /b ) 

/cπ/z) は色相として表わした。その他の理化

学的分析値として， クッキングロス，筋せん維の太

さ，抽出脂肪の融点，同脂肪酸組成，ハイドロオキ

シプロリン， pH， 総へム色素濃度などを測定した。

結果官能試験項目のうち「におい・風味Jは， L 

値で表わされる明度と 99領有為水準で負の相関を

有し，脂肪酸組成中 C16 :1および C18:1は 99領

有為水準で正の相関， C14:0， C15:0， C15:1 ， 

C18 :0とは負の相関を有していた。クッキングロス

とも負の相関を有することから，加熱時に筋肉組織

の外に遊離してくる水溶性画分の流出は加熱による

香気成分の付与に役立っているものと思われる。

「多汁性Jは， クッキングロスと 99領有為水準

で負の相関を有し，また明度， a値，彩度など色調

に関係する因子とも負の相関を有していた。 pHと

の聞に 99領有為水準で正の相関を有することは，

肉の保水性との関係を示しているものと考えられる。

「やわらかさ」は「におい・風味」との関係でも

みられたように，明度およびC14:0，C15:0， 

C15:1， C18:0 と負の相関を有し， C16:1 およ

びC18けとは正の相関を有していた。

35. 肉製品に添加した大豆タンノミク質の SDSー

ポリアクリルアミドゲル電気泳動法による検出

山本克博・小林直樹・ 0鮫島邦彦(酪農大)

目的 大豆タンパク質の肉製品への利用が保水性や

結着性の改良および価格が安い等の理由により筋肉

タンパク質の代替としてきかんに用いられるように

なってきた。それにともない肉製品の一定の品質を

保つために製品中に添加した大豆タンパク質を定量

的に検出する必要があるO これまでいく通りかの方

法が考えられ発表されているがし、づれの方法もまだ

確立されていなし、。そこで本実験は， SDS (S od-

ium Dodecyl Sulfate) のタンパク質に対す

ヴ
4

0
ム

一」



るすぐれた溶解力，および分離能を利用して添加大

豆タンパク質の定量方法を検討するものである。

方法 ソーセージを製造する際の原料肉は豚，牛，

鶏を用いた。大豆タンパク質として脱脂大豆粉と分

離大豆タンパク質(タンパク質含量は各々 41梧，

8 6 % )を用い，添加量は肉重量に対して 1---30

%とし，チヨッパーを用いて細切，混和を行なった

後ヶーシングに詰めてがイルした。ソーセージを細

切し， 1 弼 ~DS ， Trisホウ酸緩衡液 (pH82)， 

0.0 5 % D T T溶液を加えて 10 OoC， 2 0分間保

持してタンパク質の抽出を行なし、，この試料溶液を

SDS-Tris系の電気泳動により泳動を行なった。

染色はコマジブリリアントフ。ルーで行なしv脱色後

のゲルをデンシトメーターを用いて定量を行なっTこ。

結果 モデルソーセージの l%SDS溶液によるタ

ンパク質抽出性は添加大豆タンパク質の増大につれ

て高くなった。大豆タンパク質や大豆タンパク質を

添加したソーセージの 1部SDS溶液可溶部分を電

気泳動すると，大豆の7S，11S成分の分子量の小さな

サブ、ユニットのバンドは肉類のバンドと重なりあって判

別は困難で、あった。しかし 11S成分の分子量の大きな

サブ、ユニットの2本のバンドは大豆タンパク質の特長宏明

らかに示してし、る。この 2本のバンドに注目して添加大

豆タンパク質の定量を試みると少量(例えば1%)の

大豆タンパク質添加の場合でも明瞭は特有の 2本の

バンドを検出することが出来た。市販のソーセージ

にこの方法を利用して犬豆タンパク質の含有量を求

めると 0 %から 6.59るとし、ぅ結果を得た。

36.低温性細菌によるホエー蛋白質の分解

0菊地政則・浜本正志・加藤芳美・東直樹。

松井幸夫(酪農大)

目的低温細菌の多くのものは乳蛋白質，特にカゼ

インに対し強L、分解力をもつことは周知のところで

ある O しかしホエー蛋白質に対する分解様式等につ

いては不明な点が多し、。

本報告は生乳から分離された低温性細菌がホエー

蛋白質に対しどのような分解をしめすかについて検

討した。

方法供試菌はいす.れも低温保存乳から分離した

F1avobacterium aquati.le， Pseudomonas 
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f1uorescens， Arthrobacter sp. の 3株であ

るO ホエー溶液は常法により新鮮脱脂乳のカゼイン

を酸沈澱除去し，ザイツ炉過器にて無関ホエー溶液

を調製した。更にその無菌ホエー溶液に供試菌をー・

定時間培養したのち凍結乾燥し実験に供した。

ホエー蛋白質の分解状態はポリアグリルアミド電

気泳動法 (PAE)，DEAE-Sephadex カラム

クロマトグラフイ一法により分析した。

結果 ホエー溶液中での菌の増殖はいずれの商にお

いても 1me 当り 108~109 オーダをしめした。

PAE によると供試菌のうち Pseudomonas は

1 OoC， 2 OoCともに 14日間培養においてβ-

L同ac叫州10bt加bu1i 

しTたこのに女対dす.し， F1avobacterium は 10"cでで、 7日

間以降， 20℃で 3日間以降からβ-Lg. A. B. 

の分解が進み，更に 2OOCで 7 日~ 1 4日間培養に

おし、てα-Lactoa1bu m i n (α-La) の分解も顕

著に認められた。まずこ Arthrob a cf e rでは 20 c>C， 

30
0Cの両培養で 14日目からβ-Lg. A. B. と

同時にα-La.の分解もみとめられた。

一方， DEAE -S ephadex カラムクロマトグラ

フイーにおいても 3菌株ともにβ一Lgのピークが

7日目以降から除々に消化されるのが明らかになっ

たが，特にF1avoba ct eri umではその消失が顕著で

あった。

以上のことから生乳汚染細菌であるこれらの菌はホ

ェー蛋白質を分解することは明らかであり，特にs-
Lactog10bu1 in A. B.に対しその分解が顕著で

あったo e 

31.キモシンに関する研究(第 1報)

キモシンの精製とその性質について

0進藤一典 c仁木良哉。有馬俊六郎(北大農)

目的 レンネットは古来よりチーズの製造に使用さ

れており， レンネットについては古くから研究され

報告も多し、。しかし， レンネットの主成分であるキ

モシンに関しては不明な点が多し、。結晶レンニンの

調製は大条ら等により行われており，電気泳動の結

果より，結晶レンニンは比較的均一な酵素であると

考えられていた。しかし， Foltmannはレンニン

の分画を試み， 3画分に分けることができたと報告



している。キモシンの調製法に関する報告は少なく

ないが，いずれも未だ十分であるとは言い難い。著

者らはカゼインの基礎的研究並びにチーズ製造への

応用を考慮、して，キモシンの精製法および固定化キ

モシンの調製法について研究を進めてきたが，今回

はDEAE ーセルロースクロマトグラフィ-~こより

キモシンを調製し，同時に分画されたキモシンの性

質について検討したので‘報告する。

方法塩化ナトリウム飽和による塩析によりハンセ

ン社のレンネットパウダーから粗キモシンを得た。

クロマトグラフィーには 0.1Mリン酸緩衝液 pH

5.7で平衡化したDEAEーセルロースカラム(ワ

. ットマン社製， DE52)を使用し，塩化ナトリウ

• 

ムによる Stepwise gradientで溶出を行った。調

製されたキモシン -IIについて，耐熱性，. pH安定

性，最適温度，最適pH， さらに SDSーポリアク

リルアミドゲル電気泳動法により分子量を測定しTこ。

結果 粗キモシンは 3つの成分(キモシンー I，-

IT， -III)に分れ，いずれも電気泳動的に均一の標

品であった。キモシン -llは， 5 OoC以下では安定

であった。しかし，耐熱性は pHの影響が大きく，

さらにタンパク分解活性より凝乳活性で顕著に影響

を受け易い傾向を示していた。最適温度，最適 pH

はそれぞれ 5OoC， pH 3.5であった。 PH安定性

を検討した結果， pH 4.1において不安定であった。

キモシン -IIの分子量は 35.000であった。また，

アミノ酸分析結果についても報告する。

38.搾乳性の改善に関する試験

第 1報 2分間乳量分離採取ミルカーの改造とそ

の作動状況の検討

0塚本達・曽恨章夫・峰崎康裕・西村和行(新

得畜試)

目的 搾乳性検定の省力化をはかるための簡易な測

定器具として，搾乳開始後 2分間の乳量(2分間乳

量とよぶ)とそれ以後の乳量(2分後乳量とよぶ)

とを分離採取するミルカー(改造ミルカーとよぶ)

を改造したのでその作動精度を検討した。また，改

造ミルカーと通常のパケットミルカーによる搾乳速

度を比較した。

方法 改造に用いたミルカーは切替えコック付きミ

ルクホース差し込み口を 2つ持つインターナショナ

ル社製の 2頭同時搾乳用のものである。これに牛乳

分離用の 3つ又を接続したミルクホールを取付け，

2分間乳量を流入させるポリ袋をベイル内に装着し

た。

牛乳の分離は搾乳開始後 2分日に 2つのコックを

切替え， 2分間乳量はポリ袋へ， 2分後乳量はベイ

ルへ流入させ，搾乳終了後にそれぞれ秤量した。こ

の分離採取精度の調査は改造ミルカーを吊したミル

クスケールの目盛りを搾乳中に読み，これと分離採

取後の秤量値とを比較して行った。供試牛は 14頭

でそれぞれ 3~ 7回測定した。

また，改造ミルカーと通常のパケットミルカーに

よる搾乳速度の比較を，搾乳牛 11頭について各ミ

ルカー交互に 3~6 回行った。搾乳速度はミルカー

を吊したミルクスケールの目盛りを 30秒間隔で読

んだ。さらに，改造ミルカーの牛乳分離用 3つ文や

切替えコックの牛乳流入抵抗を，パケツから 20秒

間吸水させて調査した。

結果 1 )改造ミルカーによる搾乳後の分離採取秤

量値と搾乳中のミルクスケールによる秤量値の 2分

間乳量はそれぞれ 5.71 k9， 5. 7 3 k9， 2分後乳量

は 2.38 k9， 2.3 4 k9でいずれも有意差なく，正し

く分離搾乳された。また， 2分間乳量の両測定法の

相関は 0.99であった。

2) 改造ミルカーと通常のミルカーによる搾乳速度

はそれぞれ，最高搾速が 3.47 k9/分， 3.7 0 kg/ 

分， 2分間乳量が 5.9 2 k9~ 6.3 3 k9，機械搾乳時

間が 3.38分， 3.2 3分といずれも改造ミルカーが

有意に低かった。

3) 上記搾乳速度の両ミルカ一間の相関係数はそれ

ぞれ， O. 9 6， O. 9 5， O. 9 8と極めて高し、。

4) 改造ミルカーの吸水テストの結果，ポリ袋と直

接ベイルへの吸水量は 5.4 5 kg} 5. 6 7 kgと差はな

かった。しかし，牛乳分離用 3つ又を付けた場合と

外した場合の吸水量は 5.67 kg， 6. 1 5 kgと有意差

が認められた。さらに， 3つ又を外した改造ミルカ

ーと通常のミルカーによる吸水量は 6.1 5 kg， 8.32 

kgと大きな差があり，改造ミルカーの切替えコック

および牛乳分離用 3つ又は牛乳の流入を阻害してい

ると推察されるので，これらの点の改善を要する。

-29ー



39.パイプラインミル力ーの衛生状態調査

笹野貢 o 0岡田迫徳。長南隆夫。大場峻・高瀬

克則・大浦義教(北酪検)

目的 本道におけるパイプラインミルカー設置酪農

家が増加しつつあるので，これら酪農家に対する指

導に資するためパイプラインミルカーの街生実態調

査をした。

方法 パイプラインミルカー設置酪農家 9戸を任意

に選定し， (1)全ライン，コーナーパイプ 2，ミルク

タップ 1個を含むストレートパイプ 2，ティートカ

ップユニット 1についてリンス法により試料を採取

し，標準寒天培地で 3OoC， 4 8時間培養し，その

菌数により衛生度を判定した。 (2)分解洗浄の前後に

ついて(1)と同様実施し比較した。 (3)ティートカッフ

ユニットの洗浄および部品の新旧による影響をみTこ。

(4)菌叡は機器内表面積 1cn1当りで表示した。

結果 (1)全ラインで、は最少 0，最多 20， 7 8 9で，

1， 1 0 0以下 (Cousinsの提唱するパイプラインミ

ルカー衛生状態判定基準)は， 9例中 5例の 55. 6 

婦であった。 (2)部位別では，コーナーパイプが

1，1 0 0以下 94.4婦と最も菌数が少なく，次いで

ストレートパイプの 66.7%，ティートカップユニ

ットの 55.6婦の順であった。 (3)分解洗浄により各

部位とも菌数は減少し，減少率は 3.6""__1 0 0婦，

平均 75%であった。 (4)ティートカップユニットに

ついてみると，約 1年間自動洗浄のみのものは 271

であったが，前日分解洗浄したもの 24，前日ゴム

部分を新品と交換したもの 14，全新品のもの 28 

といずれも菌数が少なかった。

以上より清潔を保つためには，自動洗浄のみでは

十分といえず， ミルクタップ部やティートカッフ・ユ

ニットは，定期的に分解洗浄することが必須の条件

である。

4 O.潜在性乳房炎乳の組成および性状について

0西川進・高橋守。角田省三・松岡国男・笹野

貢(北酪検)

目的 潜在性乳房炎は乳牛の生産を阻害するといわ

れているので，今回潜在性乳房炎と診断された乳牛

の寸豆、乳期における乳組成および実態を調査した。

方法 1)対象乳牛 PLテストが陽性で，直接鏡

検法による細胞数が 100万以上/meの分房 1つを

有する潜在性乳房炎牛で，分娩後 20 ~ 3 0日を経

過した 2頭 (Aおよび B)を選定した。

2)試料月 1回，夕方の搾乳時に分房別に手搾り

して採取した。

3) 分析。測定項目および方法 脂肋率一パップコ

ック法，全国分率一 TMSチェッカ使用，無脂固形

分率一全国形分率から脂肋率を差ヲ1"、た，乳糖率一

レイン e エイノン法，全蛋白質率一ケールダール法，

ホエー蛋白質率一試料をPH4.6にしてカゼインを

除去後ケールダーノレ法，カゼイン蛋白質率一全蛋白

質率からホエー蛋白質率を差ヲ|し、た，塩素率一チオ--

シアン酸(ロダン)カリウムによる直接滴定法F 氷司，

点ーミノレククライオスコープ使用，細胞数 -PLテ

ストおよび直接鏡検法，酸度一乳酸表示法，乳量一

分房別に秤量，

結果 1 )調査牛AおよびBの正常分房乳の平均値

を指数 100とし，潜在性乳房炎乳の平均値を比較

すると，低い値を示したものは，脂肪率で 91. 5 ， 

無脂固形分率で 97.8，全固形分率で 96.1 ，乳糖

率で 94.8，酸度で 88.5，乳量で 84. 1であり，

高い値を示したものは，ホエ」蛋白質率で 11 3.5， 

塩素率で113.7，細胞数で 650.0であり，差の少な

かったものは，全蛋白質率で 10 2.6，カゼイン蛋白

質率で 99.7，氷点で 10 O. 7であった。

2)塩素乳糖価は，正常乳でA牛が 2.58， B牛が

2.4 9であり，潜在性乳房炎でA牛が 2.95， B牛

が 3.05といづれも潜在性乳房炎乳が高かった。

3) 主要な分析。測定項目聞の相関係数をみると，_

無脂固形分率と細胞数聞がー 0.49，カゼイン蛋白

質率と酸度聞が O.4 6と高い値(5婦水準有意)を

示し，乳糖率と細胞数聞がー 0.37 ，無脂固形分率

と乳糖率聞が 0.26，無脂固形分率と乳量聞が

O. 2 6と低い値(5価水準有意なし)を示した。

4) 潜在性乳房炎は，臨床的な症状がほとんど認め

られず，軽視されがちであるが，乳牛の生産性を大

きく阻害し，更に食品衛生の面にも問題があるので，

予防と早期発見に努めることが重要である O
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